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故
に
.、
メ
ン
V
ガ
ァ
R
從
へ
ぼ
一
般
的
慎
値
決
定
の
原
則
^
於
け
る
ビ
同
樣
、
脊
人
の
欲
望
充
足
が
そ 

の
利
用
^
依
存
し
て
ゐ
る
丈
の
儐
値
を
確
保
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
價
値
の
相
違
に
關
ず
る
深
甚
な
る
啡
解
は
、

.
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?:
、
海
、濟
學
の
一
般
的
觀
觀
の
下
^
、
而
し
て
そ
れ
等
が
高
序
次
财
で
あ
る 

限
>

、
相
當
の
低
序
次
用
並
び
に
特
^
補
完
財
に
着
0
す
る
事
^
ょ
つ
て
達
せ
ら
れ
る
o
TU
し
て「

奮

命

か

あ

’

や
勝
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ど

S

ふ
措
定
k
從
つ
て
、
.具
體
的
土
地
用
役
、
或
は
地
片
に
關
し
て
も
、
I
他

‘の

高

序

次

財：

W

fn
j
樣

R
生
產
物
の
豫
想
的 

價
値
が
大
で
あ
り
或
ひ
は
小
で
あ
る
化
從
つr'. 、

其
の
價
値
は
支
配
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
ど
：述
べ
X

D

O..、
%
く
し 

て
、
土
地
は
、
を

の

任

-®
不
可
增
性
、..不
動
性
、
並
び
に
そ
の
異
次
れ
る
瘠
肥
の
狀
況
“
も
拘
は
ら
ず
、
を
の
價
値 

现
象
^
於
て
何
等
例
外
的
性
質
を
有
す
る
も
の
で
は
な
い
$〕

事
を
指
示
す
る
事
、に
依
つ
て
、
尙
財
の
範
H

R メ
て 

土
地
に
特
殊
次
地
位
を
與
べ
/1
ど
す
；る
'諸
學
者
の
見
解
^
理
論
的
誤
_
を
認
め
て
ゐ
る
。

前
述
め
如
く
彼
等

^
あ

4
て
は
、
，地
代
理
論
は
明
白
な
；價
値
論
，の
甚
礎
め
上
に
置
か
れ
て

^
る
も
の
で
あ

6
、
從 

0
て

、_ 
土
地
用
役
の
價
値
、威
ひ
は
又
地
片
の
價
値

_
體
を
勞
働
又
は
資
本
の

.使
用

^

_
せ
じ
め

.ん

^
す
る
試
み
が
、
 

支B

的

な

地

代

理

論

を

，價

値

論

に

I.

致
せ
し
む
多
欉

^
構
成
す
る
努
カ
め

.表
現

_ど
し
て

«
察
さ
れ
る
な
ら
ば
、
そ
れ

. 

k
對
し
て
地
代
理
論
に
ょ
つ
て
、.

土
地
用
役
が
經
濟
主
體U

對
し
て
有
す
る
價

ff
i
の
原
則
で
は

在

く

、唯
を
の
相
違 

の
個
々
奶
契
機

.の
み
が

.明
ら
か
に
せ
ら
れ
、

且
仑
れ
が

.誤

.つ
て
原
則
に
ま
で
高
め

:&
れ
た
>

い
ふ
非

雛

が、

.

リ
カ
ア 

、!♦
オ

が

を

れ

を

彼
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^
於
て 

述
べ
た
形
態
：で
德
艺
办
る
に
違

a
なs

。
？

，

土
地
用
役
、
：從
つv

又
地
：

if

の
價
値
の
差
異
の

®:
因
は
、
リ
カ
ア
ド 

ォ
の
述
ぶ
る
如
く
、
土
地
の
種
々
な

る
.

地
味
勿
栽
度
興
び
他
置
の
相
違
で
あ
る
が
，
又
土
地
め
缺
乏
せ
る
場
所
化
於 

て

、

不

利

益

次

る

，
位
®
に
置
か
れ
、
不
良
の
地
：味
を

#
す
る
土

'地
が
リ

.力
r
ド
ォ
.の
®!
論

に

，於

て

そ

の

說

明

を

見

出
 

:t
事
な
く
し
て
：11
代

5:
.生
.す
.る
事
が
あ

6
得
る

.で
あ

;6
>ぅ

。

.

.

.

.

.

メ
ン
デ
ア
が
グ
プ
ア—

ォ

の

地

代̂

を

以
\し

，
を

れ

力

唯

地

代

の

、寒

異

?:
說
朋
す
る
に
止
ま
る
事
.を

指

摘

し

た

：の 

は
充
當
で
あ
る
。
.ゥ
ィ
I
ザ
ア
が
此
の
a

R
關
し
、
メ
ン
ガ
ア
ビ
共
に
、
ッ
カ
，ア
少
ォ
の
較
差
理
論(

1.L)

に
對
し
て
、
、最
後
代
利
用

^
れ
得
る
地
片
に
對
し
て
現
實
に
生
ず
夺
地
代
^
就

い

七

浃

ア

ド

ォ

が

何

等

の
 

說
明
を
名
典
べ
て
ゐ

.本
い
ゼ
述
べ
て
ゐ
石
の
は
そ
の
軌
を
同
じ
ぅ
す

^
,0
.
併

し

乍

ら「

土
地
の
果
實

R
對
す
る
需
要 

が
非
常

^
增
'加

^
て
.、
、
こ

れ

迄

最

後

に

用

ひ

ら

れ

た

土

地

の

等

級

が

最

早

や

充

分

で

は

衣

く

尨

办

-'
他

方
^
於
て
新 

^
劣
等
の
等
級
め
土
地
が
用
ひ
ち
れ
る
，に
は
充
分
に
土
地
果
賞
の
價
値
が
上
騰
し
な
い
揚
合

^
は
、

」

常

^
、
最
後
べ 

_
ひ
ら
れ
る
等
級
め
上
地
は
、
欢

の

等

觀

'0
出
地
が

«
實

上

用

a
ら
れ
る
事
に
ょ
つ
て
、
較
盖

地

物v

な
る
地
代
を

:̂
1十
山
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?
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八

生
ず
る
。
そ
し
て
若
し
戈
あ
ら
ゆ
る
等
級
の
土
地
が
用
ひ
つ
く
3
?1
、
耕
作
は
最
早
やT

股

^

^

れ
以
上
ー
擴
張
さ
れ 

攻
い
揚
合
^
は
、
あ
ら
ゆ
る
地
片
R
對
し
て
は
な
く
、
あ
£
«>
•
る
地
呔
R
對
し
て
一
般
的
な
普
遍
地
代
.

(

&
な
日
2.
口
。 

Gnm<3rente
〕

が
生
ず
る
、」

-'
:
4

〕

ビ

述

べ

で

，

る

の

は.*
*
-
*
面
に
於
て
リ
ヵ
ァ
ド
ォ
的
被
差
地
代
の
m
充
で
あ
る
。
普 

遍
她
代一

-
絕
對
地
代
.は
總
.て
'の
土
地
が
獨
占
所
有
物
ど
な
3
、
土
地
果
實
が
獨
占
價
格
を
以
T 

合

化

の

み

：發

生

す

る

::
0

而

し
"て
リ

ヵ

：ァ

ド

ォ

：的

前

提

の

：
下

^
龙

セ

：は:.

地

代

：は

艨

差

地

代

：の

み

で

あ

办

、

絕

對

地

代 

は
存
し
な
い
。
ゥ
ィ
I
ザ
，ァ
R

i
つ
て
示
3
れ
た
i

ァ
ド
ォS

地
代
理
論
の
前
提
は
、
ょ
丨
良
.い
、地
片
及
び
地
味
の 

較
楚
地
代
は
、
.
を
れ
が
欲
望
^
-»
し
で
不
充
分
な
る
數
量
^
於
て
存
*
ず
る
.、
即
ち
^
れ
等
は「

獨
占
^
れ
て
勒
る
'

」 

事
か
ら
說
明
^
れ
る
ビS

ふ
事
實
の
外
に
、
,,
最
後

^
用
ひ
ら
れ
，る
質
の
地
圯
、
從
つ
て
又
最
後
^
用
ひ
ら
れ
る
地
味 

.が
過
剩
に
存
在
す
る
讀
を
前
提
？
す
る
。
0
0

)
：

例
へ
，ば
第
一
等
級
の
地
片
が
較
差
地
代
を
生
ず
る
爲
R
は

'そ
れ
が 

欲
望
に
對
し
て
充
分
に
存
在
せ
ず
、
尙
且
夺
の
外
^
第
二
等
級
の
地
片
が
自
由
土
地
^
し
'て
存
在
し
な
け
れ
ば
な

ら 

な
い
。
'第
|
ー
等
級
の
：地
浓
を
有
す
：る
土
地
は
、
高
め
ら
れ
：た
る
需
要
に
ょ
：

0

て
土
地
の
果
實
の
價
格
が
必
袈
需
要
の 

高
さ
に
ま
で
高
め
ら
れ
た
場
合
^
初
め
て
耕
作
^
れ
る
も
の
で
、
從

P
て
.良
き
地
味
は
餘
剩
收
益(Mehrertrag

)

の 

原
因
で
あ
る
ど
共
^
、自
由
土
.地
ど
し
て
：.の
第
1
1等
級
：の
±
地
の
#
在
は
：、
若
し
然
ら
ざ
れ
ば
無
法
に
高
騰
し
得
る
第 

1

等
級
の
地
代
を
兩
等
級
の
間
代
存
す
る
差
額
の
大

lr
3
丈
^
押
し
下
げ
る
作
用
を
す
る
。
即
ち
土
地
內
容
の
制
限 

(s
n
s
c
h
i

prn
k
h
e
s
^

過
剩(

o
b
e
r
i
l
i
)

ビ
の
兩
者
の
存
在
を
そ
0
:原
.

因
ビ

し
•，て擧
げ
る
乙

€
が
出
來
ハ
る

':
0

他
方

^

於
，
 

て
、
先

第

.

一

に
最
皮
の
土
地
が
利
用
^
れ
るW

同
樣
R
各
地
片
代
於
て
ば
先
第1.

に
*
良

；の

地

味

丈

.が

要

求

せ

ら

れ 

る
。
ウ—

丨
ザ
ア
.が
集
約
地
代(Intensit

fu:tsrent 〕
VJ

稱
す
る
、
此
の
地
味
の
間
に
間
け
る
差
興
^
_
礎
を
置
く
較
差

地
代
は
、
±
地
に
於
け
る
收
益
遞
減
の
法
則
の
作
用
す
る
結
來
祀
外
な
ら
な
い
。
こ
，の
地
味
の
.差
異
ょ
々
生
ず
る
地 

代
は
、
若
し
も
あ
ら
ゆ
る
土
派
が
充
分
に
集
約
的
^
耕
作

3
れ
て
ゐ
るW

す
れ
ば
、
.タ
カ
ア
ド
ォ
の
云
ふ
意
味
^
於 

て
、
あ
ら
ゆ
る
地
片
^
對
し
て
普
遍
的
で
あ
6
、
.從
つ
て
リ
力
ア
ド
.ォ
の
地
代
論
：は
決
し
て
地
代
な
さ
土
地
の
.存
在 

?:
要
求
す
る
も
の
で
は
^
く

し
て
、

地
代
衣
き
地
味
の
存
在
す
る
事
を
以
て
充
分
ビ
す
る
も
の
で
あ
る
。：

(

6)
此
の 

意
财
に
於
て
、

劣
等
な
る
士
地
が
自
は
土
地
S

し

て

府
在
す
る

事

は

ft
差

地

代

を

唯

.一

の

地

代

た

ら

し

む

る

條

件 

で
あ
る
が
、
劣
等
の
土
地
が
自
由
土
地
で
な
い
場
合
^
も
較
羞
地
代
は
成
立
：し
得
る
名
の
で
あ
6
、
K

R
唯
收
益
遞 

減
の
法
則
の
支
配
が
存
在
す
れ
ば
、
.此
の
接
則
.の
支
配
は
、
地
用
を
し
て
a
々
衣
る
差
等
を
作
ぅ
、
優
曳
次
る
地
用 

^
對
し
て
そ
の
價
格——

較
差
地
代
を
支
郷
は
し
む
る
忙
至
.る
％
の
：で
あ
；る
0
:
0
。
;!
,

ゥ
ィ
ー
ザ
ア
は
、
又
較
差
地
代
の
發
生
R
:は

資

本

及

び

勞

働

の

獨

占

の

存

在

し

な

け

れ

ば

な

ら

，な

い

®

?:
主

張

す

る 

ハ5
,資
本
及
び
勞
働
の
相
對
的
不
足
性
の
結
果
^
し
て
、
そ
れ
等
は
生
產
的
な
優
良
な
地
哚
を
有
す
る
土
地
へ
投
下 

せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
若
し
も
人
が
他
の
資
本
及
•び
勞
働
の
數
量
を
彼
用
す
る
事
^
ょ

つ

て

.、
，
を

の

損

失

を

補

償

し 

得

る

が

故̂

、
そ

れ

等

の

、：：一
定
、の

擻

啬

か

ら

如

何

、

#
る
.收
益
翁
が
：得
ら
れ
る
か
に
關
し
て
全
く
無
關
係
で
あ
れ
：ば
、
少
く 

き
4
如
何
な
る
揚
合
^
於
で
ネ
、最
も
惡

^
等

紙

の

土

地

が

；自

由

に

存

す

.る

.；ビ

い

么

讀

提

の

卞

は

、
そ

れ

等

資

本

並

：び 

k
勞
働
の
數
*
は
如
何
；力
名
等
級
の
土
地
の
上
^
收
益
を
特
ち
來
す
办
k
關

し

て

も

亦

全
：：

ぐ
•無
關
係
で
あ
：る
。
從
つ 

て
土
地
の
等
級
を
區
別
選
擇
す
る
：の
社
、
：資
本
並
ぴ
^
勞
働

^
節
約
忆
其
の
因
誘
を
有
じ
：.、
較
差
地
代
は
、
異
な
れ 

る
等
紙
0
±
推
が
乙
|
飾
猶
の
：艰
務
^
遂

行

す

る

爲

杈

擇

ぶ

利

益

：の

數

量

.で
あ
る
0

,.
'

.

.

::

ン
以
上
の
：

U
づ
：©

前
提
を
：正
當
^
把
握
密
石
^
:ズ
^
ょ
々
、
#

人
.は
：
^

.第

二

十

六
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l
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歸
箅
理
論
兌
分
：邴
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箨』

、
鱗

ニ
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達

し

得

る̂

の

で

あ

：:̂
、
斯

ズ

し

て

：理

解

替

れ

た

^
カ
，
ア
：
ド

ォ

の

理

論

は

、
：
ゥ

ィ

ー

ザ

：ア
^
钱
 

つ
て
•艰

開

ホ

れ

た

「

歸

算J:s.

自
然
法
則
せ
は
毫
も
矛
盾
す
る
も
.の
：で
は
な
い
.の
で
あ
る
。
土
地
の
も
た
ら
す 

F「

令

 ̂

.資
？t
sl
f
び
^
勞
«
レ
1:
则
：：の
.計
»

V
JKl
«
k
.、v
自
然
法
則
^
從
つ
て
、
土
地
^

®
算
3
れ
3
か
象
か
か
か
。
 

9

V
即
ち
地
代
は
_

s

.

s體
.化

裒

た

、
土
地
用
役
の「

讓

的

實

」

6

す
る
痛
前
^
^
^

「

最
高
费
用
の
.法
，則

の

結

.*
、

收
獲
物
の
價
格
は
限
界
等
級
の
.耕
作
.費
^
.よ
；
つ

て

決

定

：せ
&
れ
る
。
よ

6

よ
き
等
級
の 

士
地
R
於
て
存
す
る
餘
剩
は
、
特
殊
歸
算
の
法
則
^
よ
つ
て
土
地
の
要
素
^
歸
算
せ
し
め
ら
れ
る
乙
の
餘
剩
收
益
が 

土
地
の
地
代
.で
あ
る
。」(

10
>
即
ち
、
或
るi

定
の
_等
級
の
土
地
を一

未
知
數
ど
し
て
含
む
生
產
方
程
式
か
ら
得
ら
れ 

る
根
の
値
^

つ

よ

ぅ

劣

等

な

る

土

地
?:
一
 

未
知
數
ど
し
て
含
む
.生
產
方
程
式
が
ら
得
ら
れ
る
根
.の
®
ど
の
差
领
は
、
 

即
ち
ソ
力
ア
ド
ォ
的
較
差
地
代
ど
し
て
、
生
產
物
價
値
_か
ら
.土
地
用
役
に
對
し
て
歸
算
3
る

、
も
の
で
あ
る
ヾ
而
か 

も
、

一
定
め
地
味
の
土
地
を
-
未
知
數
き
し
て
包
含
せ
し
め
る
限
之
生
產
方
程
式
は
唯
.一
つ
し
か
成
立
し
得
な
い
o
 

即
ち
土
她
R
投
下
さ
る
S
資
本
並
び
に
勞
働
の
量
の
變
化
は
、
收
益
遞
滅
の
法
則
の
；作
用
の
結
果
、
必
然
的
に
土
地 

收
益
^
差
異
を
も
た
ら
す
か
&
で
あ
る
。

の
故
に
、
生
產
物
價
値
.か
ら
の
土
地
收
益
の
歸
箅
は
、
資
本
並
び
纪
努 

#
の
價
値
5:
旣
匆
數
^
し

1
则
提
ず
る
事
が
必
要
で
あ
タ
、
：
從
つ
七
こ
め
事
は
、
；リ
力
ア
ド
才
的
货
差
地
代
論
べ
の 

復
歸
を
意
味
す
る
ァ
リ
カ
ア
ド
ォ
の
地
代
論
は
，、

.
}方
^
於
て
地
代
を
生
ず
る
±
地
の
等
級
が
制
限
3
れ
て
ゐ
.、
他 

方
^
於
て
資
本
並
び
^
勞
働
が
任
意
化
增
加
し
得
る
も
の
.で
あ
る
事
を
認
め
た
.職
^
於
て
、
經
濟
價
値
並
び
^
歸
算 

の

I

般

现

論

を

把

搌

せ

ず

、
そ

の

解

明

は

個

々

：に

''
>而
し
て
又
唯
一
方
的
^
の
み
向
け
ら
れ
'て
ゐ
る
も
s

a
、(

ll
w「

« 

遍
地
代
を
S

則
め
下
S

ち
來
す
事
の
出
來
S

理
論
は
、
理
論
的
化
不
完
全
I

I

ぬ
か
れ
な
い
。
考
へ
晶

る
あ
ら
ゆ
る
地
片
、
あ
ら
ゆ
る
地
眯
が
地
代
を
生
ず
る
事
^
對
し
セ
、
何
等
の
法
則
を
も
指
示
し
得
な
い
も
の
は
、
 

經
濟
的
^
用
ひ
ら
れ
た
あ
ら
ゆ
る
勞
働
及
び
資
本
が
收
益
を
與
へ
るVJ'

云
ふ
、
咨
定
し
雛
&

W
貸
■に
對
し
、
何
等
の 

法
則
を
も
示
し
得
な
い
o

彼
は
ょ
6

良
含
質
の
財
が
^
の
餘
剩
收
益
の
^
丈
多
く
歸
算
さ

れ

る

^

い
ふ
靡

以
外
に
、
 

何
，物
を
も
示
す
も
の
：で
は
な
く
、
他
方
普
通
の
質
即
ち
生
產
财
の
一
圓
に
對
し
て
、
如
何
な
る
頒
前
が
歸
算
3
れ
る 

か
を
，我
々
^
示
す
事
は
不
可
能
で
あ
る」

ハ22
>

.

,ど 
一

K

っ
て
、
ゲ
■力
ア
ド
ォ
が
.I

般
的
歸
算
理
論
を
認
識
し
な
か
っ
た 

が
爲
^
、
普
遍
地
代
の
理
論
に
：到
達
し
な
.か
っ
た
事
を
指
摘
し
て
ゐ
る
が
、
ウ
ィ
ー
ザ
ア
k

侬

っ

て
'企
.
て
ら
れ
た
#

遍 

地
代
も
結
局
に
於
て
'較
差
地
代
的
色
彩
を
有
す
る
も

.
ので
あ
る
メ
ク
ィ
丨
ザ
ア
の
言
輝
の
中
^
普
.遍

地

代

の

發

生

を 

可
能
な
ら
し
め
、
普
遍
地
代
の
法
則
^
歸

算

の一

般
理
論v

j

の
共
通
を
主
張
す
る

.も
の
が
見
ら
れ
る
^
し
て
も
、
0 

て
、
決
定
者
の
^
0
方
程
式
的
な
同
時
的
決
定
は
不
可
能
で
あ
彡
、
又
普
，遍
地
代
は
價
袼：

の
被
決
定
者
：で
は
な
く
し 

ウ

ィ

—

ザ
ア

で

あ
：る
。
：

.
:
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v
t
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ト
ル
ッ
マ
ン
：の.述
ぶ
る
如
く「

土
地
收
独
遞
減
の
法
則」

は
嚴
密
に
は
自
然
法
則
^
稱
す
べ
<
し
て
、
^
 

w

«

^

^
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^
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s
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z

w
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c
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.

.•)
て
し
て
は
、
.地
代
现
象
を
胺
四
付
け
る
辦
は
出
來
な
い
。
商
品
坐
.鹿
：の
菡
礎
の
^

.

:
:
_
解
す
る
排
：に
侬
つ
て
の
み
、
地
代
現
象
の
.特
質

を

：把
擗
す
る.辦
が
.出
來

、
束
^

'
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へ

勞
働
給
付
の
價
値
^

し
て
の
賃
鈒
に
つ
い
て
も
亦
、
燠
太
利
學
派
の
說
く
所
は
勞
働
の
效
用
若
し
く
は
一
般
的
生 

產
カ
^

關
す
る
：、自
然
的
範
«

ビ
し
て
の
、
價
格
で
あ
る
。;'
:
:賛
鐵
は
生
產
手
®

が
財
產
ビ
し
て
一
所
有
階
級
^
ょ
つ
て 

獨
占
せ
ら
：れ
、
:-
こ
れ
^

對
し
.て
勞
働
階
級
が
彼
等
の
唯
ナ
の
財
產
.即
ち
勞
働
カ
を
以
て
之
€

對
峙
す
る
€

い
ふ
認
識
：
 

の
寒
礎
の
.上
に
立
つ
事
^

ょ
0

て
.の
み
<

社
會
的
經
濟
的
现
象
^

し
て
理
，解
^

れ
5

ヤ 

t

は
云
つ
て
ね
冬
？「

私
ぱ
特
R

ベ一

ら
め
空
隙
を
充
た
し
度

び
社
會
的
制
度
に
酊
來
す
る
勢
カ
並
び
化
暴
カ
關
係
が
、
所
謂『

經
濟
的
範
_』

に
對
し
て
何
を
胄
味
し
、；

暴
何
を
爲 

し
#
る
.か

ビ
い
ふ
研
究
に
關
す
る
力
•
:

■
•此
の
社
會
經
濟
の
.章
ば
未
だ
滿
：足
に
書
.か
れ
.
_た

事

は

な

い

_
。
'
.
:

.
限

界

價

値 

學
說
に
ょ
つ
.て
も
然
6
で
あ
る
。」(

I

V斯
く
し
て
彼
は
資
本
主
義
の
特
殊
性
^
對
す
る
意
識
代1

步
近
づ
い

た

か

の
 

如
く
で
あ
る
。
然
し
乍
ら
塊
太
利
學
派
の
人
々
に
あ
つ
七
は
、
：社
會
的
範
_

は
經
濟
的
範
疇
の
有
機
助
構
成
部
分

 ̂

し
て
見
ら
れ
る
ょ
り
は
、

む
し
ろ
經
濟
對
外
的
な
大
い
^
ど
し
て
存
在
ず
る
紀
過
ぎ
な
い
。

パ' 

。
：：''

斯
ぐ
し
て
> 
ン
.ガ
ァ
が
勞
働
な
るj

生
産
財
の
價
値
決
定
の
契
機
€
し
セ
導
入
し
代
も
の
は
、
，一.

般
財
貨
の
價
値 

決
定
の
契
機
ど
し
て
彼
が
：認
め
れ
效
用
に
：：外
冬
し
な
か
つ
た
:°
缺
の
見
.；地
を

以

て

す

れ

ば

生

產

財

の

：價

値

決

定

は

一 

般
的
價
値
法
則
の
何
等
例
外
を
爲
す
も
の
で
は
な
い

.

か
ら
で
あ
る
。
從
つ
，て
彼
は
社
會
維
持
の
必
要
以
上
の
生
活
手 

段
は
勞
働
者
の
»
加
を
：生
じ
、勞
働
給
付
の
價
格
?:
平
準
^
押
し
下
.げ
る
：作
用
を
；認
め
る
..け
れ
共
、勞
働
者
の
勞
働
給 

*付
ば
：必
翦
な
る
生
活
手
段
R
此

例

し

て

交

換

達

、
ょ
6
.も
、
む
r>
乃
勞
働
給
付
の
效
用
に
比
例
し
.て
交
換
さ
る
、 

が
故
に
、
彼
に
從
.へ
：
ば

生

活

最

少

限

度

(
su
b
s
〖stenz 

m
i
n
i
m
a
)

は
勞
働
給
付
の
價
腺
の
直
接
原
因
で
も
な
け
れ
ば
又 

決
定
袖
要
素
で
もな經驗

の
；敎

ぶ

る

：所

は

或

勞

働

者

の

：勢

働

給

付

は

生

#

k
必
要
な
生
，活
字
段
の
十
倍
、
二
'十 

倍

、
へ
或
a
:は
：®

;
の
邊
女
獲
得
才
る
の
R
il
-
L.
::、：

他

：の
：多

ぐ

の

勞

働

給

付

は

必

要

次

生

活

手

段

^
對
しV

す
ら
交
換 

さ
れ
^

s
\°
常

は
:

^
榍
め
勞
働
漱
付
.が
事
實
上
そ
©
生
活
番
段
^
對
し
て
.交
換
3
る
、
揚
合
^
は

、
：：
そ

の

も 

般

檟

格

構

戚

の

：原

則

に

從

，
ク

ボ

、
，
か

V
る
價
格
R

W
も
て
、
而
し
て
他
の
價
格
^
對
し
て
で
：樣
な
し
に
、
交
換
^
れ 

得
る
^s

^

事
情
の
满
果
ヤ
あ
る
。ac

s
o

即
ち
勞
働
給
付
の
儐
値
|

そ
れ
に
從
つ
て
又
®

^
が
^
配

^

れ
る 

.

は

|
般
價
値
法
則
代
從
つ
.ヤ
>
冬
の
勞
働
給
付
を
使
用
す
る
乙
せ
の
出
來
^
か
ク
た
揚
合
^
缺
か
な
け
れ
ば
な
ら
な 

^
で
：あ

^
ぅ
：所Q

重
：製
_
に
從
つ
.て
.支
配
さ
れ
る
0
で

あ

：る

。
ハ

思̂

■

メ V

ガ
；ァ
が
^の

：.

1

«

_價

値

法

則

姹

_

い

芡
 

ネ
メ
::
1
:
.ザ

ァ

肽
^

0:
輕

濟

掷

價

値

歸.箅

代

從
0
'て

、
生

_產

の
. ：：r

般

的

浊

蘼

斑̂
あ
る
。
_

_
生
產
_

«
格
中
勞
働
に
歸
算
せ
1>
め
ら
れ
^
部
分
:?
"換
言
す
.れ
ぼ
勞
.働
の
¥ 

生
.鹿
カ

奮

銀

を

.袂
«
オ
る
览
說
々
^
直

接

に

欲

建

充

：足

に

用

ひ

&
れ
る
勞
働
給
付
_
第
1
ハ
序
次
財
な
る
が
故
{.
<
2消

第
二
十
六
卷a

o

芄
七〕

歸M

理
論v

分
配
論 

ぐ 

第

六

號

u
i
.



第

二

十

六

卷

(j 〇
M
八
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歸
S

論W

分
配
論
 

：

第

六

親

-

3

費

財

^

同

様

妃

價

格

講

成

の

根

本

原

則

は

從

太

省

の

で

あ

：つ
；て

、
此

0
場

合

^
;
は
：、
»

界

效

用

も

臟

買

办

を

決

定

要

因 

S
す
名
限
界
！
1興
^
众
つ
.て
«
銀
率
は
決
«
ぜ
ら
找
名
。，
之
：忙
反
し
て
賃
势
働
.は
生
產
財
0
關
係
妃
於
て
そ
の
給
# 

を
行
ふ
も
の
.で
あ
み
S
.從
.
Q

Mそ
め
論
礎
?:
歸
算
理
論
^
よ
ぅ
て
ft
算
さ
れ
杧
限
界
的
生
產
窬
與
k
置
く
も
の
で
あ 

る

:0「

勞
働
の
評
顧
§
康

段

は

遙

办

祀

简

；單

で

あ

：る

。
»
算

.窆

剖
分
が
分
與
せ
&
れ
る：
か
を
決
定
し
、
收
益
部
分
の
價
値
は
直
接
^
生
產
的
給
付
の
價
値vj

し
て
妥
當
す
る
S
ハ
ヰ) 

而
し
て
被
^
從
へ
ば
^
の
限
界
的
生
產
寄
氛
を
變
動
せ
し
む
る
珞
の
は
、
勞
働
人
口
の
增
滅
、
：.從
つ
て
又
勞
獅
者
 ̂

對

す

る

需

要

供

給

め

變

，動

で

あ

る

0
5 

)

が
、，

乙
れ
に
よ
つ
て
各
企
_
の
勞
働
'̂
.對
す
る
需
要
.が
明
ら
が
に
せ
ら
れ
、
 

乙
れ
等
：の
需
耍
$

#
働
め
數
量
^
の
關
係
•^
於
て
實
鈒
が
定
^
る
も
の
-̂

考
へ
ヾ
る
乙
气
か
出
來
る
。
.

ゥ
ィ
ー
ザ
ァ
，
は

勞

働

が

幾

_
:の
.段
階

：̂
分

れ
'、
從

つ

，
て

又

勞

働

市

場

の

多

擻

な

る

事

を

明

：ら

か

^

而

し 

:

て

所

謂「；I

般

的

收

益

；歸

算■か
ら

の「

特

殊

的

收

：益.歸
算」

の
：分

離

气

の
％

舞

者

の

み

力

务

殊

的
»
算

^
よ
々
.'rs
賃
銀
を
喪
求
兮
る
事
か
出
來
る
。
..そ
の
勞
働
が
費
^
的
喪
素
を
有 

す
る
他
の
勞
働
者
は
、
破
等
'の
部
分
的
市
場
の
限
界
的
賃
« *
5:
支
拂
は
れ
る」

、
ミ
述
べ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
が
、
し
か 

-も
、
ゥ
.ィ
ー
ザ
ァ
自
翁
賃
銀
が
依
0
て
以
て
決
定
3
る
、vj
見
た
限
界
的
.寄
與

は

'、

眞

の

意

味

の

限

界

生

產

力

で

は

な 

S

Q
ゥ
ィ
！
ザ
：ァ
が
ボ
ュ
ム
.
•パ
グ
ネ
ル
ク
？
の
：歸
算
@
論
の「

論
#
に

於

て

、

勞

働

の

生

：產

的

窬

與

：を

勞

働

：の
最
後
の
一 

單
位
R
よ
つV

失
は
：る
S
生
産
力
、
即

ち「

共
働
に
.依

存

す

る

頒

前
」

ミ

混

同

す

る

事

は

、

そ

，の

堪

位

.の

勞

働

の

生 

產
力
の
^
rR.
そ
の
生
r
的
結
合
^
典
儆
せ
る
*
ネ
並
び
-̂

土
地
の
生
產
力
を
入
6
込
ま
し
め
る
結
采
を
生
ず
る
事 

を
指
摘
し
て
ゐ
る
が
？

>
乙
の
事
は
旣
f
c限
界
生
産
力
以
外
の
.
一
般
生
產
力
を
意
味
し
て
ゐ
.る
事
を
承
し
て
ゐ
る
。

從
つ
て
、
ゥ
ィ
ー
ザ
ァ

の
場
合
、
賃
銀
を
決
定
ヤ
る
も
の

は
眞
の
.意
味
の
限
界
生
產
カ
で
は
次
く
し
て
、
..
rf
f

謂
一
般
的 

.歸
算
现
論
^

ょ
つ
て
歸
算
せ
ら
れ
た
生
產
的
崙
與
^
—

1骰
的
生
產
カ
で
あ
る
。
:

'

.
ン
.

而
し
て
又
ゥ
ィ
I
ザ
ァ
が
彼
の
®
算
論
の
雜
題
.ど
せ
る「

生
產
的
寄
與」

の
閜
明
ど
し
て
ど
れ
る
彼
の
方
程
式
の
有 

す
る
意
義
は
、
生
產
耍
素
、
例
べ
ば
勞
働
の
生
產
力
が
、
を
の
價
格
た
る
賃
«
を

決

定

す

る

^

い

ふ

事

を

必

ず

し

も 

論

證

す

る

も

の

，で

は

な

S
。

方
程
式
由
釙
の
性
質
^
從
へ
ば
费
用
即
ち
生
產
要
素
の
價
格
が
、
生
産
物
の
價
格
を
決 

定
し
兩
者
間
^
均
等
の
關
係
の
あ
る
導
を
示
す
も
の
^
外
な
‘ら
な
い
.。
：

.
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■

生

產

要

素

の

價

値

を

そ

れ

：ょ
々
：生

產

^
れ
た
生
產
物
の
價
値
か
ら
.導
く 

K

k
ょ
つ
て
、'
地
代
、
賃
銀
、
利
子
等 

を

說

明

せ

ん

^
企

て

る
]®
算
理
論
が
、
ゥ
ィ
1
ザ
ァ
の
明
言
せ
る
如
く
？>

；

生
產
物
.價
値VJ 、

そ
の
生
產
R
費

^
れ 

た
生
產
手
段
の
價
値
€
の
均
衡
關
係
?:
指
示
す
る
も
の
で
：あ
る
'

VJ

す
る
な
ら
ば
、
殊
R
N
C
.
の
叙
述
の
固
雛
は
、
餘
剩 

價
値
の
說
明
R
於
て
表
は
れ
次
け
れ
ば
在
ら
な
s
>°
:_

笫U

十

六

卷(

i
o五
九)

歸
箅
理.論
^
分
配
論. 

第
六
號
。

1'I

五



'
:s
i
十
六
_
 

'

(

1
0六
o)

歸
箅
规
論
ミ
分
_
谕
：
 

第

六

號

ニ

六

し
裳
{<
:
、::
.生
產
物
の
價
値
ど
生
逢
^
使
用
さ
れ
た
生
產
手
段
の
價
値
^
の
間
に
、
嚴
密
な
因
果
關
係
の
存
：在
す
る

t 

い
ふ
觀
念
を
保
持
じ
て
ゐ
る
^
シ
ガ
ァ
が
い
も
の
兩
者
間
の
等
價
關
係
比
直
面
し
セ
、
~|
效
用
說
U
S立

場

か

ら

、

餘 

剩
價
値
の
負
擔
者
ど
ん
て
の
®'
本

用

役(
K
a
p
i

'EIXgzlmg^n)
：

の
槪
念
?:
-
導
入
し
來
，つ
^
の
は
そ
の
li
®!
^
對
す
る 

一
？
の
試
み
で
あ
る
。.：然
か
％
、
生
產
物
の
價
値
艺
モ
の
注
產
に
費
さ
れ
た
生
產
手
段
の
價
値
ビ
が
等
し
い
^
す
れ 

ば
、後
^
ゥ
ィ
ー
ザ
.ァ
の
利
子
理
論
を
述
ぶ
る
に
當
つ
て
論
述
す
る
如
く
、
»
ネ
の
生
產
カ
^
ょ
つ
て「

餘
剩
ff
l
fi」

を 

■
明
せ
ん
ビ
す
る
企
て
は
失
敗
代
終
ら
な
け
れ
ば
な
&
な
い
。：
何
故
な
ら
ば
：資
本
の
生
產
カ
が
大
■で
あ

々

、
.
.
從

つ

て 

多
額
の
.生
*
物
價
値
?:
:
作
り
出
す
時
は
、
資
本
の
價
値
も
を
れ
R
等
し
く
穸
額
の
價
値
を
有
す
るA

J
W
k

な
る
で
あ 

ら
ぅ
。
資
本
の
惙
値
は
常
杞
忠
實
に
そ
の
價
値
^-
阮
蛛
じ
、
"
雨
着
の
間
に
は
何
等
の
距
々
も
存
し
な
い
。
併
し
乍
ら 

を
の
間
に
餘
剩
價
値
が
蓓
往
ず
る
以
上
ば
，
.何
等
か
の
距
办
が
存
在
し
な
げ
れ
ば
次
ら
な
い
喾
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
 

若

し

も1

方
に
於
て
生
產
物
の
價
値
が
を
の
生
產
^
費
さ
れ
た
生
產
手
段
の
.價
値
ど
等
し
く
、：
そ
れ
に
も
拘
は
ら
ず 

他
方
S

て
、
資
本
の
生
産
物
の
僙
値
が
«

3
れ

た

現

實

資

本

の

價

値

ょ

ガ

も

.大

な

る

を

常

ヒ

す

：る

時

，

吾

人

は

® 

然

此

の

現*

*

か̂

生

產

に

费

さ

れ

た
'犠
牲

の

，全

部

を

代

表

す
る

も
の
で
は
なs

ミ
考
ベ
な
け
れ
ば
次
ら
な
い
。
現 

實
資
本
の
外
に
尙
支
出
^
れ
、
且
生
産
物
價
値
の1

部
分
即
方
餘
剩
價
値
：

Q

原
因
S
な
る
戒
物
を
求
め
な
け
れ
ば
な 

ら
な
い
。
：こ
れ
^
對
す
る
見
解
の
根
本
的
.觀
念
を
形
造
る
戈
の
は
>
效
用
、
：
藥
欲
並
び
^
勞
饊
で
あ
々
、
を
れ
等
を 

某

礎

ど

し

て

、
、
效

用
.說
、
禁
欲
：說
を
並
び
^
勞
働
說
が
發
達
す
る
代
至
：つ
た
。
9
0。

' :

支
出
資
本
の
..價
値
ど
生
產
物
の
價
値
ビ
の
間
の
何
れ
の
侧
^
原
因
が
存
し
、
'
何
れ
の
.侧
^
結
，果
が
存
す
る
か
、
乙 

0

»
明
に
ょ
つ
て
、，
又
利
子
理
論
は
種
.々

な
形
態
を
く
.つ

：て

表

ば

：れ

て

來

名

：。

.メ
ジ
：.ガ

ァ
.の

利

子

理

論

，の

方

向

ど

.
端

賴
も
亦
こ
の
上
に
*
礎
付
け
ら
れ
て
：

Q

る
。
彼
が
、
將
來
.の
^
樂
財
が
旣
fc
現
在
に
於
で
有
すV

I
I

め
ら
る
、
價
値 

を
想
定
し
、
こ
れ
を
®
想
せ
ら
れ
た
る
偾
値
ょ
；办
も
小
.な
る
も
のv

推

斷

：し

、
而

し

て
.前

者

を

以y
生

齑

財

の

價

値

尺 

度

ミ

し

た

理

由

が

、
く

の

兩

者

：問

：の

差

額

を

以

セ

-|
資

本

利

字

」

を

說

雜

ぜ

ん

：
，ミ

し

泠

:

メ

シ

，ガ

ァ

仪

從

：へ
：ば

、

價

値

が

菩

人

め

生

命

及

_び
.幸
福
.の
*
持
が
吾
人
^
對
：し
；て
有
す
る
意
義
の
特
殊
な
る
現
象 

で
あ
る
限
々
、
；
高
序
次
傭
.の
：價
値
は
、
：そ
れ
を
用
ひ
て
生
：產
せ
ら
れ
る
低
序
次
財
の
豫
想
的
價
値
R

J

Oて
制
約
せ 

ら

れ

る

)

|即

■%
高
^
次
財
は
、
：菩
人
に
對

:(
:
>

V

嵐
接
に
.で
は
な
く
、
.
.生

產

過

程

化

必

要

な

時

間

ゆ

經

過

後

^

、 

低
序
次
財
め
使
用
;5
:
供
給
す
5
ミ
か
-

重̂

澳

,«
狀
態」

を
注
意
し
*
.け
れ
ば
^
ら
な
い
。

乙
の
時
間
を
考
ま
す
る
な 

1ら

ば

、
％

人

：は

、
，
低

序

次

財

が

豫

淑

的

に

有

す

：る

で

.あ
ら
4
所
の
*
義
を
高
序
次
財
；の
上
に
移
す
も
の
で
あ
ぅ
、
從 

,つy

高
序
次
財
め
®
値
は
、

'f
f
i序
次

財

の

現

麽

.價
値
で
は
な
ぐ
じ
*'
、リ
，そ
の
~ 1

豫
«
せ
ら
.れ
も
る
價
«

」

：け

ょ

つ 

て
'
將
來
R
於
け
る「

欲
望
ど
吱
配
し
#
べ

き

愿(

數
最
％
:の
豫
想
せ
&
れ

た

を

關

膝

：じ
か
：ら

生

'ず
.る
價
値
尺

 ̂

規
定
せ
ら
れ
る
■
>
:■
;
*處

に
孬
ダ
.は
r「■
來

來

於

妙

る

；
欲

望

充

足

關

係

：の

豫

想

^

自
己
消
*

®
着

鎩

的
_
濟
?:
離
れV

、'
;薄
樂
財
め
豫
想
晚
ら
れ
た
る
價
値
0
大

^

3 

S'

生

產

财

の

價

値

の

'大lr
さ

八 

の
移
轉
傳
獲
沙
可
能
性
、、
又
は
4 

.
の
^

一
 

が
能
：め
ら
れ
る
か
否
か
^
っ
ぃ
て
深
/<
立
入
る
必
要
は
な
ぃ
。
吾
人
は 

唯
、：
己
のメ

；：

ン
ガ
ァ
の
命
題
が
利
子
理
論
の
龜
補
^
し
て
如
何
次
る
役
割
を
演
ず
る
か
を
考
濾
す
れ
ば
充
分
な
の
で

あ

る

。

ぺ；：；-.
:
.ノ

'/
.

''
'

-. 

:
.
.
v
;'
'v

.

'.-'.'H
.:、

ィ

'

へ
:
:
:
.く

.

.

.

.ふ

.
て
' 

.

”

..

.

ぐ'破
が
观
題W

し
.て
ゐ
る
;^
ま
、
^
來
^
淤
け
^
生

產

物

の

雜

想

的

價

値

が

.現

在

に

於

て

吾

々

^

»
し

て

有

す

る

價_

f

關

し
I

气

「

我

々

の

凄

盡
I

て

、I

生
I

の
I

第
：
ニ

十

六

卷

C
l

o
六I

)

.歸

箅

理

l
i
w

分
酣
論
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一
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笫U

十

六

卷

(

1
:0
六
5

.歸
,
！
■論
.

W

分
郞
_

.
第
六
.
號

二

八

應

ず
^
補

充

：猶

高

序

次

財

に
_
達

さ

：机
:6
:^
©
で
は
な
^
.低
序
.次
財
の
生
：產
^
必
要
年

直
ち
に
處
分
し
得
べ
為
生
產
物(

低
序
次
財)

を

表

：は

す

も

の

で

は

な
1/
>

-
五
1
1々
：は
高
序
次
財
5:
-通
じ
て
、
：低
序
次
財 

を

^
/
Cら
く
は
生
產
過
程
の
性
質
に
從
q 

\し
定
め
ら
れ
た
あ
.る
時
間
の
經
過
後
^
使
用
す
る
。
高
序
次
財
は
我
々
^

.$
办

てI.

定

の

時

間

の

顧

過

後

識

用

も

序

次

財

即

感

潇

一

序

次

財

を

*
は
す
も
の
で
あ
る
0
:
:を
れ
故
^
現
在 

に
於
て
補
觉
他
生
產
耍
素
が
ー
ポ
す
價
値
は
、：
我
^

^
ど
'0
て
：.ぃ
そ 

て
初
.めV

將
來
R
於
て
使
用
し
得
る
生 

產
物
が

:t
e
k
現
在
%
蘭
慮
し
尤
我
.々
：に
*1
-
し

て

；
有

す

％

價

値

^
正

し

く

同_

で

あ
6
得

る

。
，
^

>

そ

こ

で

メ

ン

ガ

ァ 

事
^
办

て

肽

、
':
.
.

現

在

を

頓

掌̂

て
*
觉

的
_
廣

財
0
狹

淀

は
=-
-

:

稷
の
_
形

式

を

ゼ

名
. >
:0

生
產
せ
^\

る
生
_
物
の
廉
想
.的
價
値
は
御
で
あ
る
か
、
:f
f
i
^
^
l
は
^

^
货

又

.如

何

な

る

價

値

を

現

在

を

顧

虛

し

て 

有
す
る
か
ヤ
^
る
。
«
飞
メ
.ン
^
ァ
说
?.
の
將
來
の
生
產
翁
が
現
在
を
顧
虛
し
^
^

證
す
る
乙
^
な
.く
し
て
、
こ
れ
が
豫
想
せ
;&
れ
化
る
價
値
芑
は
興
な
る
大
い
.で
：あ
る
|
^
ど

を

主

張

而

し

て

乙
 

一
の
差
興
.の
中
に
、
彼
は
通
0
利
壬
现
論
を
*
礎
付
：け

/1
^
し
た
の
.で
あ
る
,

’

即
ち
生
產
物
の
豫
想
的
價
値
が
眞
^
各
の
生
齑
手
段
の
價
値
の
原
因
で
あ
气
且
尺
度
で
あ
る
ど
す
る
な
ら
ば
、
 

何
激
^
現

實

資

本

：の

價

値

は

を

の

.生
產
物
の
價
値
ど
同
じ
高
さ
^
評
價
.ふ
れ
な
，い
か
^
い
_ふ
課
題
^
對
し
て
、
メ
ン 

ガ
ァ
の
與
へ
た
解
答
は
、生
產
手
段
を
生
產
物
に
轉
化
す
る
場
合
^
は

、

一
定
：期

間

の

現

實

資

本

の

一，：

定

最

の

供

用 

(
v
e
r
%
g
g
)
：

が
ー
條
件V

J

な

气

之

の

供

用

•か
資
本
用
.役
叉
は
資
本
效
用
の
本
質VJ

な
つ
て
表
は
れ
.て
ね
る
か
ら 

で
あ
る
。
將
來
に
於
て
使
用
し
得
る
同
麵
の
財
產
部
分
の
價
値
は
、
現
在
に
於
て
は
、
直
ち
に
處
分
し
得
べ
&
財
の 

價
値
よ
0
も
、：
現
在
か
ら
そ
の
將
來
に
至
:5
ま
で
の
當
該
財
產
部
分
の
效
用
.の
價
値
丈
大
さ
ぃ
も
の
^
等
し
く
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
o 

.
即

ち

前

者

は

.一

 

つ
の
：資
本
用
役
を
支
配
し
て
ゐ
ゐ
.の
で
あ
る
。「

低
序
次
.財
の
ま
產
^
使
用
^
れ
得 

る
生
產
要
素
は
.
全
く
將
來
に
於
て
の
み
使
用
し
得
る
財
を
表
は
す
も
の
で
あ
彡
，
從
つ
て
.,
，
そ
れ
の
現
^
^
於
け 

る
價
値
は
、
生
產
物
の
豫
想
せ
ら
れ
た
る
價
値
そ
れ
自
體
、と
等f

視
3
る
べ
き
V
Pの
で
は
な
く
、
ひ
し
ろ
を
れ
に
生 

產

、地

程

が

要

求

す

る

そ

の

期

間

中

の

資

本

の

用

役

の

價

値

丈

加

へ

.た
^
'

Q

 V 」

等

.一
視
^
る
く
袅

で

、あ

る。」
^
 ̂

y
 
メ
グ 

ガ
ァ
の
用
ひ
た
數
字
を
擧
げ
で
云
，へ
ば
、
假
り
k

1.

年
後
^
支
配
し
得
べ
き
生
產
物
の
3 1

想
5

れ
た
る
價
値
を
|
〇 

〇
ど
し
、
常
該
高
序
次
財
の
數
量
の
一
年
間
の
供
用
の
價
値
l

x

k等
し
い
K
す
れ
ば
、「

問
題
た
る
資
本
用
役
の
價 

値
を
除S

て」

そ
の
.經
濟
主
.體
'
.
K

»し
て
現
在
の
顧
虛
^
於
'て
有
す
る
價
値
は1

0
0
1

 X

に
等
し
く
な
る
の
で
あ
る
。
 

:
斯
る
メ
：

：

シ
：
ガ
ァ
の
言
.ひ
表
は
し
從
、
：ニ

方

^
於
て
生
產
_
の
現
在
^
於
け
る
價
値
は
生
產
物
の
豫
想
せ
：ら
れ
た
る 

r

f

kで
は
な
く 

.生
產
兔
瑕
が
要
求
す
る
期
間
中
の
資
本
用
役
の
.«
値
^
加へれ匕等し

.い
ビ
な
す
(̂
對

く 

豫
想
^
れ
た
る
價
値
^
し
ば
意
哝
せ
る
も
の
、
中
^
、
/'
旣
化
資
本
用
役
の
.：價
値
_
包
含
甘
る
も
0
を
意
味
し
て
ゐ
る 

如

イ

思

は

：れ5

、
.唯
彼

が

彼I

論

中

生

產

財
S

値
.麗

來

：の

享

樂

財'の豫
：：

想
：せ

ら

れ

：た
：
る

價

値

ょ 

6
も
小
な
る
も
の
で
あ
6
、

Z
の
差
額
を
資
本
用
役
の
價
値
仗
置
く
乙

€ic
ょ
つ
て
利
子
成
夂
の
«
構

の

基

礎

cf
な 

S
んV

し
だ
意
圖
は
、
充
分
^
看
取
す
る
乙
ど
を
得
る
で
あ
ら
j

o
即
ち
メ
ン
ガ
ケ
が
利
子
を
齡
明
せ
ん
ど
し
て
展 

&
せ
る
ぉ
-'^
.は
一
赴
复
資
本
ヵ
«
値
を
有
す
る
P
で
.な
ぐ
、

一
個
獨
立
■の
經
濟
財VJ

し
て
.存
在
す
る
.資
本
用
殳
も
 ̂

獨
立
の
價
C
?:
有
し
、
.
t
の

價

値

は

資

本

：の
«
値

^
相
合
し
'て
資
本
生
產
，物
.の
'價
値
5:
構
成
す
るw

い
ふ
假
定
の
上 

£

脚
せ
|

の

で

，ト
ン

:::、：

セ
ィ
及
び
ベ
ル
兮
シ
.0
'
流

れ

を

汲

；む

效

用

理

論

家

は

い

資

本

の

「

純

效

用」e
r
f
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第
六
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一
ニ
〇

離

れ

て

存

在

す

る

客

觀

讷

對

象

：ビ

看

做

1,
杧

。::
'
:け

れ

共

メ

，
ン‘'ガ

ァ

は

：そ
：れ

を

ー
’っ
の「

供
用」

^
し
七「

ー
吏
期
間
に 

於
け
る
^
濟
財
の
:o
!

^

J

^

V

」
V

し
て
見
て
*

Q

る
。
.
"メ
ン
ガ
ァ
R
從
へ
：ば
、
.
乙
の
供
用
は
經
濟
主
體
が
彼
の
欲
望
を 

よ
々
良
く
、：又
よ
6
免
全
に
充
&

せ
：し
む
'る
手
：段
ビ
な
^
の
織
^
於
ぃ
て
^
立
^
則
を
ー
形
成
^

ゝ

同

時

に

备

の

相

對

的

稀 

少
性
に
よ
っ
て
、
經
濟
財
'

w

な
る
％

の
で
あ
る
。
併
し
乍
ら
メ
シ
へ
‘方
ァ
の
述
ぶ
る
が
如
き
資
本
用
役
、
即
ち
財
の
使 

用
、財
&
:對
す
る
爾
係
?:
:
'以

：：て

、
果

し

：て

如

何

に

1>
:て
理
論
的
に
財
を
の
孓
の
€
な
す
：
21
$
が
出
來
る
が
。

ボ

-
ム
‘ 

\

グ

,-
ク
R
從
へ
：

M
、

唯
餘
剩
價
値
の
_
在
が
>
:乙
^
假
定
&
以
て
せ
ざ
る
限
6
課
明
し
#
な 

接
的
瞭
據
^
け
が
、
存
往
す
る
樣
^
思
ば
れ
.る
。(

9

、̂
：
：
：
：
ー

ポ

期

間

&
龄
け
；艺

生
及
び
量

K
常
則
的
^
關
藤
付
げ
ら
れ
ヤ
ゐ
る
如
く
見
ぇ
卷
顶
办
&
推
測
し
て
げ
か
^
る「

供
用」

が
餘
剩
價
値
の 

負
*
者

eあ
る
ミ
椎
斷
し
、

M
'f
c
か
.、
：
る

負

擔

者

ど

1.
:
て
0
:獨

自
;0
性

覺

;5
:
'有
す
る
獨
立
0
'
^
^
^
^

 

で
あ
る 

^
の
假
觉
以
外
に
、
メ

^
ガ
ア
の
理
論
中
^
は

で

財

.0
使
風
を
^

て
.眞
實
.の
'財
^
^
 ̂

べ

气

：倾
等
直
接
的
證
撖
を
見
出
ず
乙
$
ば
出
來
,

い
.の
セ
あ
さ
:'
0 

.
又

、

狐

立

的

な

る

純

：餐

用

が

存

在

ず

る

：岑

5.

ふ
®
說
が
JE
赏
の
芩

に
し
で
效
用
說
は
完
全
^
る
資
本
利
子
の
說
目
^
導
く
事
が
㈤
乘
る
で
あ
ら
ぅ
か
':
°
效

用

說

ぼ

，そ

れ

酪

自
_の
.
說

明

方

■
 

,
 

>
 

•

. 

.
 

—

.
 

.
 

.
 

.

.

.

. 

■
 

•
 

•
•
•
•
■•
•
 

• 

. 

. 

i
. 

•
 

.

.

.

. 

• 

•

.法

に

從

：っ

V

、
.財
そ
れ
自
身
0
有
す
.る
« ,
値
せ
、財
の
用
役
の
有
す
る
價
値
^
を
區
別
す
.る
.

 ̂

に
資
本
財
の
通
.常
.の
評
價
偎
値
は
、：
用
役
の
偎
値
を
除
外
せ
る
資
本
脉
そ
れ
自
身
の
價
値
で
あ
る
^
假
定
す
る
。
而 

し
て
旭
方
に
於
て
、
資
本
實
體f

K
a
p
〗t
a
l
s
u
b
&
n
z
:
)
R

ば

用

役

：の

價

値

が

新

な

る

喪

素

^

し

て 

| 

て
、：
此
の
兩
者
相
合
し
て
生
產
物
の
價
値
を
«
成
す
る
^.
.の
で
^
る
せ
'0
:
假

定

：か

&

ャ

:る
も
の
.で
&
る
。
併

し

乍

ら

®!
*
の
輕
濟
埙
象
^
於

て
は「

Mi
の
普
通
の
評
；憤
價
値
父
は
賣
買
.價
値
は
、
單
に
財
そ
れ 

自
身
の
價
値
の
み
な
ら
ず
、
若
し
存
在
す
.るv

す
れ
ば
そ
の
將
來
の
用
役
の
.價
値
を
A
含
む
も
の
で
あ
る
1(

10〕

即 

ち
效

用

說

が
依
つ
て
以
て
資

本

利
字
を
說
明
せ
ん
^
し
た
資
本
用
役
は
、■ 

1定
の

.瞬
間

に

於

け

.る

資

本

價

値

中

.に

考
 

察
多
れ
包
含
^
れ
て
：

Q

る
t
 

f

認
め
な
.け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ら
ぅ
。

問
題
は

^

し
ろ
、
生

產

の

初

め

^
於
け
る 

.注
產

資

本

の

ニ

要

素

即

ち

資

本

實

體

ど

資

本

用

役

ど

の

合

計

僧

値

は

、
如
何
に

.し
て

：、
生

，產

の

進

行

中

^

增

大

せ

る

生
 

產

物

價

値

^
し

て

具

現

す

名

力

で

.あ

る

。

資

本

利

子

が

資

本

用

役

^

»
し

て

支
拂

は

る

、
も
の

■で
あ

る

S
し
<

も

、
 

之

を

以

て̂

子
の
.成

立
Iの
機

構

は

；說

明

す

る
.事
は

出

來

な'S

: -
寄

人
は.

ボ
ヱ
ム

.
バ
ヴ
ヘ
^
ク
ど

*

R
:>
K
ホ
財
の
外 

k
別
^
部

分

財

ビ

し

て

.の
資

本

用

役

な
.る
.獨
：立

の

財

の

存

在

が

！
！
め

ら

れ

る

.R
せ

；

、

又.否
定

：3
る

、
^
せ

ょ

、

效 

.用

說

を

以

：て
す..る',.
茅
7
現

象

の

；說.朋
^
賛

す

る
«
は
：出

來

な

，
.
.い
。

利

，，子2:
.以

て

資

本

^
用

役
.の
，.價

格

で

あ

る

ビ

な

す 

見
^
は
唯
形
式
的
意
義
を
有
す
る
の
み
で
あ
る
。

か
く
し
て
、
ボ
ェ
ム• \

グ
ユ
ル
ク
は
、餘
剩
價
値
は
か
、
.る
假
定
R
賴
る
こvj

な
く
し
て
十
分
に
說
し
得
る
も
の
で 

あ
々
、
を
れ
•か
解
明
.の
'方
法
は
、
メ
ン
ガ
ァ
自
身
の
編
み
出
せ
：る
價
値
說
k
準
據
せ
る
も
の
で
あ
る
C11
0
ビ
云
ふ
。 

乙
れ
が
ボ
ユ
ム.

V

ゥ
ぶ

.ク
の
利
子
理
論
の
基
底
を
爲
す
も
の
で
あ
る
。
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:

之

に

反

し

：：

H
、i

々

ィ

ー

ザT
は
利
子
を
資
本
の
生
產
性(

p
r
o
d
u
k
t
l
s

か
ら
說
明
せ
ん
S
す
る
0
資
本
は
生
產
的 

狹
用
ド
於
弋
卑
晚
盡
く
消
滅
す

ベ

念
も
0
で
あ
る
が
故
ド
資
本
：の
捎
滅
部
分
は
*
收
益(

0
1
-
0
5
5
逢

1
^) 

f

つ
て
償 

は
れ
考
け
れ
.ば
な
ら
な>

。
：

從

つ

：
て

此

總

收

益

が

ら
.資
本
偾
値
を
控
敵
し
尙
餘
剩
の
存
す
：る
時
、
我
々
は
資
本
利 

子
^
就

^
七
^

る
之
^
が
，出
*
る
：の
で
あ
.る
:0
之

の

，餘

剩

を

生

み

出

す

：可

能

性

を

資

本

の

：
生

產

性

に

$
礎
付
け
ん
ビ 

す
る
の
が
ゥ
ィー

ザ
ァ
の
立
場
で
あ
る
。
 

：

，

-
 

.

、
ゥ

ィ

ー

ザ
ァ

の
貢
献
す
る
所
は
；、
生
產
物
の
價
値
ビ
©

用
财
め
儐
値
ビ
の
ネ
般
的
輯
係
^

關
す
る
綠
^

存
す
る
ぺ
！) 

即
ち
彼
の
主
著
を
通
じ
：て
：鹿
1

1

れ̂
て
ゐ
る
歸
算
现
論
は
、
所
謂「
生
產
的
，播
與」

を
.決
定
し
、
.'
そ
れ
^
歸
算
さ
れ
た 

收
益
部
分
の
大
い
3

か
ら
生
產
財
の
愤
値
を
.鐵
会
出
す
も
の
で
あ
々
'
從
つ
て
、「

限
#

法
則」

^

從
0

て
規
定
3

れ
た 

往
猶
物
の
：全
體
愤
値
は
、
そ
の
ー
生
產
(^

典
働
せ
る
生
產
麻
の
备
體
に
分
與
5

れ
、
而
し
'
.7-
個
々
の
耍
素
ゥ 

は「

生
産
的
寄
興」

の
大
S

.

S

R某
さ
生
'產
的
寄
澳
の
合
計
は
生
產
物
の
價
値
合
，計
を
竭
す
も
の
：で
あ
る
。9

〕
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.

ク
ィ
ー
ザ
ァ
の
見
«
化
從
.つ
て
、
一各
：•個
々
の
.生
產
.要
素
の
生
產
的
•寄
與
；の
大
.

s

:^
.め
決
.定
せ

ら

れ

る

：過

程

が

'、

利

子 

沿
題
の
熵
明
に
對
し
て
勿
何
な
る
役
.0
を
猶
ず
る
か
>
此
の
場
合
の
_
題
で
あ
る
。

■
生

産

は

•般
k

 

士
地
'
、
勞
働
、
並
び

k

資
本
の
三
要
素
の
共
働

R

.

ょ

つ

て

：行

は

れ

.る

も

の

そ

あ

气

：
此
：
筹
三
；
要

素 

は

收

益

；の

J

定

部

分
^
生

產

的

寄

與ビ
し

て

歸

箅

さ

れ

る'0
き

;0
生

產

.的

寄

典

か

ら
«'
利
子
を
生
ず
る
/J:

:̂
は

、
ゥ
ィ 

丨

ッ

ァ
-R
從

へ

ば

資

本k
fe
せ

ら

れ

た.

生

產

的

寄

興

が

：土

伽

並

^

勢̂

働S

谷

れ
.

it
し
.：て
大

で

あ

ク

又.は
：小

で

‘あ 

る
ビ
比
較
判
斷
さ
れ
'̂
乙
ど
^

’灶
な
し
巧
む
し
ろ
广
資
本
は
歸
せ
名
れ
.
^
^
^

依
痛
ル
て
ゐ
石

1
即
^
資
本
は
、：.

純
收_

R
e
i
p
e
r
t
r
a
g
>

を
生
^
る
も

の
：で
あ
.るN

m
:
.

の
論
'
®が
資
本
揉
產
性
：の
立 

«
か

ら

す

：
る

ク

ィ

，

ザ

>
.の
；利

子

論

の*
底
で
あ
る
:0
ぃ

,
-
,

.

穸
Y

ま

ァ

：が̂
;本

の

邏

乘

益

窗

ち

利

子
- 9

源
泉
ビ
し
龙
先
笫
乾
資
本
は
與
へ
.ら
：る
、
迄
見
f t

も
：の
ば
總
收
益

. 

.

(

r
c
h'^
.
E
r
t
l

)

.で
*
る
。

灕
收
益 

R
於
て
、用

^

上
欠
餘
剩
が
存
す
る
で
あ
ら
ぅV

い
ふ
事
情
^

そ
の
_生
：產

«<
向

ま

ら

れ

た

：資

本0「

生
產
：性」

ぢ
^
關
'(
,
:て
は
、：I :

方 

^
於

：び

说_
理

的

餘

剩

宮

蕃

晉

ロ

.?
|

;|
-
ど
資
本
の
き
藤
咖
办
歎
參
宫
づ
|

3
 

p
r
o
d
l

's
s

ビ
を
、
 

他
方
は

: *
て
は
偾
値
餘
剩(

ミ
&

&
§
&

|)

>

」

價
値
律
産
—
 

>
」

を
!:
別

す

る

事

が

必

要

で 

あ

る

。_

-?
>
資

沐

刹
一
子
の
_

輝

の

蜜

紀

際

し

て

は
ン
先
辕
；|絲

»
本

：
の
：價«
注
：產

性

を

指

摘

：

1.
:識

れ
ぱ 

尊

:^
^
い
，
が
^

、
る
迦
灣
^
靡

1
忙
は
資
本
の
物
理
的
生
齑
:&
位
必
要
：̂

^
^
^

論

：
の

茌

務

灶

顧

値

生

産

性

令

.：
明

-:
:
-
&か
^
す

る
^

#
す

名
'.
;0

の̂

西

的

：
の
：爲

に
.は

先

：
物

：
理

的

：
生

截

.性

を
^
ら
.̂か
^

0

^

^
 

p
o
^
y 
 ̂
翁

_
■
ぶ

養

；

.

>
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號
二
：

I

四

.
が
完
成
し
て
初
め
て
決
定
さ
れ
る
。
資
本
の
價
値
は
歸
：算
さ
れ
た
る
收
益
部
分
^

從 

つH

ゥ
,
ィ
ー
ザ：

ァ
の
利
子
理
論
の
基
礎
は一

o

の
段
階
?:

經
る
0
.物
理
的
生
產
性
は
得
為
た
る
總
收
益
財
の
数
量 

.

が
消
.费

せ

ら

れ

，
た

る

資

本

财

の

；
數

量

ょ

ぅ

ネ

大

な

る

時

^

存
在
す
る
。
，
即
ち
總
收
益
マ
食
收
益
の
槪
念
の
區
別
に
於 

'

て
は
©

& !

的
^

員
«

が
前
提
ど
な
つ
て
ゐ
る
。
M

値
生
產
性
は
總
收
益
の
價
値
が
資
本
使
用
の
價
値
ょ
み
も
.：大
な
る 

時
^

^

す
る

:
先

づ

最

初

，に

物

挪

的

生

產

性

の

雜

礎

付

け

'に
就
い
$

ゥ
メ
ー
ザ
ァk
從
へ
ば
' 
苎
生
產
要
素
、
.土
地
、
勞
働
並
び
^
資

本

：の

總

收

益"は
^

收
益
を
與
ふ
o

k
充
分
の
大
い
さ
で
あ
: 5

事
は
、
.何
等
の
證
明
を
有
し
な
い
.程
明
| «
^
^
 ̂

し
か
も
、
資 

.

本
は
生
產
耍
素
の
'
ー
で
あ
气
.
.生
*

的
結
果
.は
そ
れ
^

歸
算
せ
ら
る
、
事
を
鹞
め
れ
ば
、
純
收
益
の
頒
前
が
資
本
な 

る
一
要
素
^

屬
す
る
事
は
明
ら
か
で
あ
る
フ
資
本
は
常
^

そ
の
補
償
額
ょ
ぅ
も
少
し
し
か
生
產
し
得
な
い
か
、
資
本 

は
.生
：產
の
結
果
が
如
何
あ
ち
ぅ 

も
、.
そ
れ
自
身
の
補
償
額
し
か
作
ぅ
出
し
#

な
い
か
、
乙
•れ
等
の
提
言
は
無
意
味 

で
あ
る
。「

資
本
に
純
收
益
を
否
定
す
る
も
の
は
、
唯
收
益
.一

般
を
.否
定
す
る
事
^

於
て
の
み
な
し
#

る
。J

S

'
彼 

R

於
.て
は
、

資
本
が
そ
の
生
產
過
程
中
に
於
^
純
收
益
を
生
ず
る
事
は
/

'
原
始
經
濟
：̂

け

る
.資
本

の

生

：產

性R
關

す

る
-
Kユ
ー

ネ

シ

(Thiinen)

の

所

說C6
0

を
.引
用

し

て

述

べ

，て

ゐ

る

程

、

旣

^
充

分

^

經 

驗
的
に
明
ら
か
で
あ
る
°
唯
テ
ユ
ー
ネ
シ
が
、
原
始
«
»'
に
於
て
«
ポ
の
使
用
に
ょ
つ
て
得
ら
れ
た
全
收
益
の
增
加 

k
®
s
v
.
說S

た
資
本
の
生
產
性
は
、發
達
せ
る
生
產
關
係
k
il
す
る
限
6
に
於
て
は
、
生
産
性
の
量
に
就
い
て
誤
れ 

• 

る
觀
念
^
導
く
も
の
で
あ
る
。
テ
ユ
ー
ネ
ン
k
於
て
は
、
«
本
收
益
は
、
資
本
化
ょ
ク
て
補
助
せ
ら
れ
た
勞
働
が
、

ベ
 

-
S

T
 

T
.

l
!

 

,
r 

j

l
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i
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資

本

な

し

；
の.勞
働
に
對
し
て
得
る
所
の
所
得
の
餘
剩
合
計
5:
'
以
て
計
算
さ
れ
る
。
他
の
表
現
を
用
ひ
れ
ば「

そ
の
共
働 

^
侬
存
す
る
頒
前」

が
資
本
^
對
し「

窬
與」

ど
し
て
歸
算
さ
れ
る
。
原
始
社
會
に
於
て
、
’資
本
が
要
望
^
れ
、
資
本
を 

用

.ひ
た
る
勞
働
ミ
資
本
な
き
勞
働v

j

の
作
用
の
此
較
が
、
各
人
^
强
制
3
れ
て
ゐ
る
(<
:
反
し
、
發
達
せ
る
生
產
關
係 

に
於
て
は
、
資
本
な
し
で
行
.は
れ
る
生
產
は
全
く
存
し
.な
い
。
生
產
k
於
て
資
本
又
は
勞
働
が
用
a
ら
れ
な
い
場
合 

^
生
產
の
成
果
に
於
て
如
何
な
る
損
失
が
生
ず
る
か
、
^
い
ふ「

喪
失
の
假
定」

に
：ょ
.つ
.て
、
資
本
又
は
勞
働
の
價
値 

?:
計
算
す
る
の
そ
ば
次
く
、
各
勞
働
は
そ
れ
が
資
本
气
各
資
本
は
勞
働
ど
常

^
結
び
つ
け
ら
れ
て
ゐ
るV

S

ふ
自 

明
的
な
前
提
か
ら
.の
み
判
斷
5
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
頒
前
の
算
定
^
就

lr
て
、
ゥ
ィ
ー
ザ
ァ
は
收
益
歸
算
に
對
し
て 

类
當
す
る
一
般
的
.法
則
の
作
用
を
求
め
、
か
く
し
て
、
如
何

«
る
揚
合
^
於
て
も
純
收
益
は
資
本
^
歸
算
せ
ら
れ
る 

も
の
で
あ
る
事
を
指
摘
し
た
點
に
關
す
る
限
々
^
於
て
、
-
Kユ
ー
ネ
ン
を
承f

g

し
て
ゐ
る
。CO

:

斯
く
し
て
資
本
は
を
れ
^
歸

算

せ

ら

れ

た

總

收

益

：を

以

て

4?
生
產
せ
ら
れ
、
そ
の
餘
剩
は
即
ち
利
子
ど
し
て
表
は 

れ
る

if
主
張
す
る
の
で
あ
る
が
、
併
し
乍
ら
資
本
の
苒
生
產
過
程
は
直
‘接
的
^
は
觀
察
^
れ
な
い
。
資
本
^
先

第一 

R
歸
算
さ
る

ゝ

も

の
は
他
物
^
於
七
の
總
收
益
で
あ
つ
て
、
そ
れ
を
以
て
し
て
は
資
本
は
西
生
產
3
れ
な
い
。
從
つ 

て
數
量
に
從a

てv

は
な
し
に
、
唯
價
値
に
於
て
の
み
‘み
.此
：較

S
れ
：得
る
.に
.過
ぎ
ず
、
從
つ
て
此
處
に
於
て
は
具
®

® 

な
純
收
益
の
'現
は
れ
?:
見
る
.事
は
出
來
なS

。

併
し
乍
ら
‘資
本
の
間
接
の
作
用w

し

て

、

再

生

產

過

程

^

於

け

る

條 

件

：の

輕

減

を

來

し

、

結

局

先

^
テ
ユ
!
ネ
ン
^
於
て
示
さ
れ
た
如
く
、ソ
あ
穴
か
も
そ
れ
自
身
直
接
^
.
餘
剩
を
以
て
再 

生
產
せ
ら
れ
た
か
の
如
く
^
、
資
本
財
R
對
し
て
M

f

t

p歸
算
S
れ
.る
i
の
で
あ
る
o
發

達

經

濟(entwickelte 

w
i
r
t
s
c
h
a
f
t
)

k
於

：て

も

：、
へ

そ

の

推

定

ば

同

様

で

あ

る

o
資
本
は
異
な
る
種
類
の
總
收
益
を
，供
給
し
、

從
つ
て
生
產

•

第
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六
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論
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.

|

真
(?
1

的
に
把
艟
さ
れ
ず
_

搔
に
ば
常
に
總
收
益
歸
算
め
み
が
表
は
れ
令
：
» :
#

於
苒
生
奪
^
 

.且
純
.收
齋 

辨
具
體
的
に
1

?

る
.
、
爲
咚
_

>

各
養
本
の
緻
輕
益
眛
修
の
資
本
.の
又
、
.
土
地
.維
び
ぬ
勞
鲁
ゆ
歸
算
せ
ら
n

る 

■i
l

收
錄
妃
森
し
.て
寘
今
換
へ
ら
れ
な
.け
れ
ば
な
ら
ば
-

s

。
'
即
ち
迂
廻
的
R

の
‘

純
收
.益
：®
算
に
從
つ
て
、
宛
も
餘
剩 

,を

以

ザ

苒

塞

：せ
.ら
れ
^

が
如
刍
結
：果
を
生
.ず
#

の
で
あ
气
^

.
/
.
. 
,

#
免

て
.資
本

價

値

の®
雄u

資

本
^

.

^

明

ら

かVJ.

な

る

；

资

本

は

總 

收

聽

か

ち

餘.剩
.即
ち
純
收
益
を
以
て
#
生
.產
.せ
ら
れ
る
_が
故

、̂

_

資

本

慎

値

は

總

收

益

全

部

を

以

.て

見

積

る

歌

は

出 

.

來
..な
：s

y

.

資

本

'はW

生
產

k

於
て
'は
そ
れ
自
身
の
總
收
益
の
- -
-

-

部

V
J

し
'て
表
.は
^

れ

る

。

」
(

S

D

從

つ

て

、
總
收
益
ビ 

純
收
益
ビ
は

‘
、

：
そ

れ

か

ら

資
本
價
姐
が
導
き
出
さ
る
\

典
.べ
ら

れ

た

ニ

，
ヴ
，

.の

大

.いさ̂

め
るa

ゥ

ィー

ザ

ァ

に

從 

K
ば
，、

彼

の

：云

ふ

意

味
^
於
け
#
資
本
の
：物
珣
的
生
產
性
が
、
.總
收
益
歸
算
_
び
^
純
收
益
歸
箅
^
共
に
存
在
す
る

• 

涪

す

れ

ば

、
.：：資

本

偾
値
の
評
價
：は
'湔
艰
な
法
則
の
卞
.化
.資
&

^
れ
'る
。

■

、 

.

,

ン 

;-
»
本

價

値

評

價

：の

確

定

：は

>
必

然

的

ド

資

本

：の

價

値

生

齑

性

2:
導
&
入
れ
る
。「

物
^!
^
^

•寶
本
紀
檀
値
生
齑
性
.を
確
保
す
名
。
そ
の
限
6

^
於
て
、
»
本
は
そ
の
：偾
値
^
從

0

1
^
そ
れ
向
身
ょ
ぅ 

.多
乂

を

戴

造

す

：

^
,
'
—

-
ボ
-
ム
：̂

:グ
ニ
^
ク

の

言

葉

を

用

ふ

：れ
«
>を
の
：限6
に

於

セ『

餘

剩

價

値』

$:
:劍
盤

す

る

：
。

」

:

(

•:
!
:锻

は
M
:
S
:
K
利

子

發

生

の

必

然

性

：の
：根

據

を

見

出

し

た

。

'若

，し

も

：、

資

本

使

用

を

靠

定

す

る

爲

に

、

資

本

の

總 

1

益
.か
^
資
本
價
値
を
寒
引
く
？
す
れ
：ぱ
、
#
,人
は
總
收
益
全
：部
釔
差
1;
1
く
.
0で
は
^

^
。
常

^
減

收

は^ -
«;
数

ょ
 

^
办

：で

あ

々

？
：
：

.
れ̂
が
刹
子
の
.喪
求
せ
：ら
れ
た
る
殘
餘
で
あ
る
。

;'
1
;鲁
し
：乍
^
問
邀
は
、：'架
し
て
か
：、
る
意
：味
化
於
て
資
本
の
純
收
益
な
る
も
の
が
#
す
る
で
あ
ら
5'
が
0
ボ
.

H

ム
.
•
>

. 

.
 

. 

'.

」

.
-

i

i

l

s

l

i

i

l

 
m
.
’
：
F
 

一
.
 

.

.
H
i

;グ
产
ル
,ク
の
此
：の
細
^
關
す
：る
批
判
は
',
:ゥ
1
丨
ザ
：ァ
が
純
收
益
^
:っ
い
：て
.述
べ
て
.ゐ
.る
所

は

、
，
使

用

ネ

れ

：た

資

本

 ̂

<對

す

.3
、
'勞
働

；、±
地
並
び
化
.資
本
の
總
收
益
の
餘
剩
で
あ
多
、'
_換
言
す
れ
三
要
素

.か
ら
生
産
せ
ら
れ
k
生
齑 

物
：の
'偾
«
の
、

そ
'の
.，|
耍
素
の
偾
値
に
對
す
';
'
5餘
剩
で
あ
る
^
'い
^
勘

^
存
す
，る
.;'
0兄

§
1題

，ば
む
；じ
./>
資
本
^

® 

_
:算
さ
れ
た
.總
收
.益
め
沖
か
ら
、.：資

本

補

偾

额

を

減

じ

て

尙

純

收

.益
が

存

す

：る
：が
：资
^

.修

び

れ
_
分

は

、
そ

の

生.產
^
典
働
せ
る
生
.產
要
素
に
、生
產
收
益
を
分
配
求
.る
：事

、
，通

ち
 

:等
諸
耍
;«
の
：颁
前
を
卿
脚
^
る
律
で
あ
る
.。
あ
ら
ゆ
る
生
產
的
寄
與
の
總
計
f
cし
て
全
收
翁
の
«

«
を
■
さ
し
め
、各 

、
メ

湖

夕

の

：耍

素
0
そ
の「

生

產

；£
寄

典

：か

ら

そ

の;«
値

を

導

：か

し

め

る

な

も

ば

、
.歸

算

の

對

象

啟 

:̂
、
生
：產
要
素
、#

^
資
本
の
生
產
的
窬
與
は
此
：れ
等
9
總

收

，益

：の

艏

前

は

外

な

ら

奪

い

。

|
從

9
^

前

纪

於V
?

M
收

益

の

癍

前

が

莽

嗲

る

あ

、

®

^

^

^

^':

當

該

氹

馨

齋

素

代

歸

算

せ

ら

れ

た

總

收

益

の

大
い
 

さ

は

：重

要

な

る

耍

素

ヤ

あ

-5
0

,:ゥ
ィ
丨

^

ァ
がM

 

4

R意
味
す
.る
純
收
益
は
か
ゝ
る
*
味
の
も
の
で
は
な
く
し
て
：
、そ 

め
#
在

.

M

於
：

て
：：

蚤
く
巽
®

:
且
幾
：多S

耒

^

ノ
囊
が
；存

す

る

な
&

H
、
杧
：冬

：へ.典

働

せ

、る

一

今

:
;値

ょ

办

ネ

汰

で

あ

る
ビ
す

：る

ノ
資
本
の
純
收
益
.が
#
在
す
：る
爲
记
は

、£
資
本
贫
夺
要
素
^
歸
算
3
れ
扣
個
々
總
收 

=

翁

：の

頒

前

が

費

消

し

た

資

本

4

6
大
ヤ
凌
け
れ
ば
#
ら

ぬ

。

タ
ィ
ー
ザ
：ァ

が

「

資

本

妃

ょ

っ¥
勞
働
'が
變
化
せ
ら
れ
得 

る
如
：何
■
各
藤
^で

も
：-
—

資

本

即

：ち

戮«
は
：少

く

ミ̂ 

ば

な

らS
。 

こ

れ

等
a
純
收

湓

で：：

あ
力

、
：難

つ
^
"
:資
#
財

は

：純

收

益

：を
：歸
»
艺
^
^
^

.条

就

ネV:

グ
モ
v

>
敗

從

へ

ま

、
こ
の
.三

段

論

法

は，
h

a
笫
u
:i
ハ

卷(

一;〇
七
1〕

「

歸

銘

现

論

甘

分

配

論

，

^

康

:
ニ
. ニ
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八
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あ
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,

ゥ
ィ
ー
ザ
：
ァ
：；の

云
.：ふ
.資
本
の
純
肷
益
：.が
、
資
本
^
歸

算

：せ
：ら

れ

片
 

^
ど

を

祐

當̂

理
：解

し

：て'も
乙
.の
：總
收
益
が
純
收
益
を
生
ず
る
事
は
如
何
^
し

て

：
可

能

で

あ

る

か

。

ゥ
ィ
ー
ザ
ァ
が 

「

資
本
は
每
の
‘價

値

を

そ

の#
實

(Friichten)'

か

ら

受

取

る

。
：
從

つ

て

若

し

も

生

產

.の

終

局

の

收

益

を

計

算

す

る

爲 

巧
こ
の
果
實
の
價
値
か
ら
資
本
使
用
：を
を
の
價
値
を
以
て
控
除
す
れ
ば
、
生
.産
it
於

.て

.あ

ら

ゆ

る

資

本

は

早

晚

盡

く 

消
耗
せ
ら
る
ゝ
が
_故
^
、
計
算
は
零
>
>な
ら
.な
.け
れ
ば
な
ら
な
い
0
丨

|
そ
れ
は
常
に
減
數
の
大
5
: 

3の
評
價
に
對 

し
限
度
を
.與
へ
る
所
.の」

、
果
實
の
價
値
の
有
す
る
額
、丈
の
減
價
が
な
3
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
..い
。
從
つ
て
價
値
計
算

(
W
e
r
t
r
e
c
h
a
u
n
g
)

は
何
等
の
純
收
益
を
も
殘
さ
な
い
。
資
本
利
子
は
茁
に
說
明
せ
ら
れ
ざ
る
の
み
な
ら
ず
、
排
除
せ

- 

, 

. 

.

 

..

..

 

...

ら
れ
る
。」(

巴

ど

述

べ

れ

言

著

'?
:
思
ひ
合
は
す
事
^
ょ
つ
て
自
ら
明
ら
か
で
あ
る
。

-

ゥ
ィ
ー
ザ
ァ
に
あ
々
て
は
、
歸
算
现
論
は
、
屢
<
述
ネ
る
如
く
、
靜
態
^

於
け
る
生
產
財
^

生

產

物

^

の

等

價

關

係
 

を
表
は
‘す
も
の
で
あ
つ
た
o

彼
が
非
經
濟
的
な
物
理
朐
生
產
性
な
る
要
素
を
導
入
し
て
、
彼
の
歸
算
理
論
の
結
果
必 

■

然
的
に
：消
減
せ
んV

す
る
利
子
現
象
の
說
明
を
し
や
ぅ
ビ
し
れ
企
.て
は
、
-:

結
局
歸
算
理
論
そ
れ
自
體
ど
相
容
れ
な
v> 

結
果
に
陷
る
の
.で
は
な
，

S

だ
ら
ぅ
か
。
3

れ
'ば 
'ポ
エ
ム
*
パ
グ

ユ
,

ク
が
利
子
論
の
生
産
力
說
ー
般
に
，對
し
て
、「

資
本 

の
生
齑
性
か
ら
資
本
利
子
の
秘
密
^

滿
ち
た
成
立
を
發
く
べ
き
力
の
あ
る
解
決
の
言
葉
を
何
人
も
見
出
し
# -

な
か
つ
' 

た
の
は
、
班
な
る
偶
然
の
不
幸
で
は
な
い
。
何
故
な
ら
ば
、
眞
@ !

へ
.の
道
の
出
發
點
を
誤
つ
て
ゐ
る
が
故
^
、
：何
等 

解
決
の
言
葉
は
發
見
さ
れ
得
な
か
つ
た
。
資
本
の
生
產
カ
か
ら
利
子
を
全
く
完
全
^

說
明
し
や
ぅ
ビ
欲
す
る
の
は
、
 

旣
^

望
‘
み
な
さ
努
カ
で
ぁ
っ
た
。
ぁ
た
か
も
耕
地
の
上
^

小
麥
の
生
長
す
る
如
く
、
直
接
に「

餘
剩
價
値」

を
生
長
せ

し
め
る
力
が
存
在
す
る
ど
す
れ
ば
、
そ
れ
は
可
能
で
あ
ら
ぅ
。
し
か
し
か
、
る
力
は
存
在
し
な
い
。
生
產
的
な
力
の 

爲
し
得
る
"#
は
、
唯
多
く
の
生
產
物
の
創
造
、
從
つ
て
又
^
く
の
價
«
の
創
造
で
あ
る
。
併
し
乍
ら
決
し
て
餘
剩
價 

値
の
創
造
で
は
な
い
。
資
本
利
子
は
剩
餘
、
被
減
數「

資
本
生
産
物」

が

減

數「

消
耗
せ
ら
れ
た
資
本
部
分
の
價
値
自 

體」

に
超
過
し
て
存
す
る
殘
餘
で
あ
る
。
*
本
の
生
產
的
な
カ
は
、
そ
れ
が
«

減
«

を
增
大
：せ
し
め
る
«
^

を
の
效
カ
，
 

を
見
出
し
得
る
。
併
し

^
の
生
生
產
的
な
カ
に
の
み
關
す
る
限
6
、
を
れ
は
減
数
を
全
く
同
樣
^
增
大
せ
し
め
る
事 

'な

^
て
は
、
そ
れ
を
爲
し
得
な
い
。
何

^
な
れ
ば
、
こ
の
力
が
又
、
を
れ
が
存
す
る
資
本
部
分
の
價
値
の
甚
礎
で
あ 

办
、
且
尺
度
で
あ
る
事
は
否
定
し
得
なS

か
ら
で
あ
る
。
人
が
資
本
部
分
を
以V

何
物
?:
も
生
産
し
得
な
い
な
ら
ば
、
 

そ
れ
は
又
何
等
の
價
値
も
なS

。

人
が
^
れ
を
以
て
少
し
し
か
生
產
し
得
な
：

s

な
ら
ば
、
を
れ
は
又
僅
か
の
價
値
し 

か
有
し
な
い
。
.そ
れ
を
以
て
多
べ
生
産
し
得
る
な
ら
.ば
、
：
そ
れ
は
又
多
く
の
價
値
を
有
す
る
.。：
常
に
.そ
の
助
け
を
以 

て
人
が
多
く
生
：産
し
得
れ
ば
得
る
程
、
:'
■
■を
の
生
產
物
の
價
値
が
大
で
あ
れ
ば
あ
る
程
、
を
れ
は
そ
れ
丈
多
く
の
價
値 

を
有
す
る
。
從
つ
て
資
本
の
生
產
的
な
力
は
非
常
に
大
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
i
す
れ
ば
、
.そ
れ
ば
、
被
減
數
を
非 

常
に
高
め
る
か
も
し
れ
なS

。

し
が
し
そ
の
、限
办
に
於
て
は
，
減
數
も
同
樣
に
高
：め
ら
れ
、
そ
し
て
、
そ
の
殘
餘
は 

——

餘
剩
は——

依
然v

し
て
殘
ら
な
い
o」

Q

>
ミ
述
べ
た
批
判
も
：、

一

應
は
承
認
せ
ら
れ
る
。
か
く
て
ボ
ュ
ム
，
パ 

ヴ
ェ
ル
ク
が
同
じ
く
費
用W

價
値V

の
合
致
を
論
じ
つ
、
令
、倚

費

用

<£
價
値
^
の
合
致
は
完
全
な
本
の
で
な
く
單
に 

近
似
的
な
も
の
で
あ
る
ビ
ゆ
但
書
を
揷
入
す
る
事
を
忘
れ
な
か
つ
た
の
は
、
彼
が
後
に
利
子
論
に
具
へ
ん
せ
せ
る
、

否

具

へ

ざ

る

を

得

な

か

つ

た

用

意

の

I
;

つ

W

も

見

ら

れ

や

ぅ
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ゐ
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资
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念
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け
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本

生
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赘
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ゥ
ィ
1

ザ
ァ
が
資
本
の
.注
產
性
を
導
入
す
る
-t
y

J

^
ょ
つ
て

し

て
も

、
資
本
^]

子
の
：發

注?:
高

礎

付

ける
'

こ

と

を
# 

:

な

か

つ
^
の「

は
、'
.又
資

本

：の

本

質

に

對
t
る

詉

謬
^
躲

く

：名

の

：で

あ.生
.產
漤
素
^
し
.て
の
.資
本

：の_
念

は

.そ
の 

::生
谨
性
爻
中
心
.;̂
し(

て
柳
成
せ
ら
れ
、
«:
富

資

本

、
.文
は
_
民
經
濟
的
資
本V

.

しV
「

生
產
方
.の
所
有
者」

だ
る
の 

:

地

.#
;?
:
與 

資

本

生
#
力

說(produkuvit^stheorie 

des. Icapitalc's)

は
el
の
，立
®.
ょ

办

生

じた
も
 

;
,
:
:
の
で
：あ

る:0
::併

し

乍

ら

資

本

：の

本

質

に

於

け

る

特

殊

性

は

を

：の

利

子

5:
生
^
 ̂

此
の
點
に 

-於
：y

«
本

は

：生

產

要

素.在
し
て
も
特
殊
.な
る
地
位
を
有
す
る
も
の
ど
：云
は
な
ぐ
て
ば
次
&
なs

で
あ
ら
ぅ
？

'.本
の

收

益

挫

を

中

心

^
し
て
：構

成

^
れ
た
資
本
槪
念
.は

所

謂

資

本

收

益

力

說(.Rentabilit

pi:tstheorie" 

d
es 

K
s

 

ベt
a
l
e
-

::';

で

あ
る

o
,此
の

資

本

.の
生

產

カ

並

び

K

づ
か

0

P
果關保を見出すは出來ない。此

^

«

於̂

^

資

本

：
の

：
生

亲

性

を

以

：
で

資

本

.の

：
收

赛

性I

利

子
 

現

象
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說

朋

せ

ん
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：:t
た

ゥ
ィ
I

ザ

ァ

；
は

資

本

：
の

：
兩

槪

念

0
混

同

ょ

众

生

.1
:

^
誤

»

を

.胃

せ

る

も

0

ビ

云

ふ

.萃

V

/J
V

:

純
經
濟
的
範
疇
、
«

對
的
範
疇
^

し
て
の
»

本
$

べ
歷
史
的
栩
對
的
範
_

^

し
'
,て
の
資
本
ビ
：?:
明
確
^
區
別
す
る 

;.
t

:

v

R

i

:
co
/

y
、
，"：資
本
.
槪
念
.の
構
成
^

4

:貢
献
を
爲
し
た：

の
は
マ
,
ク
ス
で
あ
る
？
即
ち
彼
は
^K

本

ば

物

で

：は

：な 

な
歲
る
ニ1

:定

め
'歷
.史
询
#

會
形
態
^

屬

す

る

：或

る
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,
物
^
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：殊

の
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倉

的

衣

ニ

 

•性

質

を

附

與

：し

た

も

.の

で

あ

る
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$

ビ
は

、

物

質

的

な

、
，：
生

產

^

权

た

生

簏

機

_

の

總 

麻

^

は

な

，
.い

。

此.等

め

隹

產

機

關

の

資

本

^

轉

化

：
s

れ

：た

も

の
.が
.、
：
即

ち

：資

'

第a

十
六
.卷

C
1
.
0
士
五)

：

歸
终
理
論v

分
配
論 

S
ハ.被 

一
：f



'
第II

十
六卷

，：

2

6
七
六)

歸
算
輝
論
彡
分
：配
論
：

 

娘
六
，

：

I

三
ニ

的

範
«
に
.於
.て
の
^
資

本

：を.现
解

せ

ん

：せ

し

杧
0':
資
本
?:
«
て
樨
史
的
.範
疇
炙
る
の〔

み
な
&
ず 

ビ
な
す
見
解
は
、
利
‘子
を
離
れ
て
資
本
槪
念
を
構
成
す
名
之
ミ
に
よ
つ
て
、
資
本
を
以
て
、
勞
«
又
は
土
地
ど
同
じ 

意

味

に

於

け

：る

生

產

喪

素

：

ど

認

め

ん

ヒ

す

る

：立

場
^
.棊
.い
.
'て
ゐ
：
る

。

斯

く

，の

如

く

し

：て

は

資

本

の

本

質

ヒ

し

て

の

利 

子
.現
象
を
理
解
す
る
は
出
來
な
い
で
あ
ら
ぅ
。
之
に
反
し

< 
ボェム

•
パ
•ゥ
ェ
ル
ク
は
資
本
槪
念
R
於
，て
.私
的
資 

本(p

p.vat:Kapital)V
社
會
的
資
本(sozial 

K
a
^
^

 

て
、：

生
產
カ
說
S
收
益
カ
說V 」 

>

兩
者
.を
認
め
た
。
即
ち
私
的
資
本
ば
收
益
カ
の
觀
念
^
よ
办
、
社
會
的
資
本
は
生
産
力
の
觀
念
に
よ
6
て
解
釋
3 

る
べ
さ
.で
あ
办
、
生
產
論
^
於
て
は
私
的
資
本
を
、
'分

配

論

：に

於'て
は
社
會
的
資
本
5:
問
題
^
す
る
こ
^
に
よ
6
兩 

者
を
調
和
せ
し
め
ん
：ビ
試
み
た
の
で
あ
る
。
彼
は
資
本
槪
念
の
分
析
に
當
つ
て
，
先
ニ
つ
の
生
產
方
法
即
ち
勞
働
?:

‘
目
標
^
對
し
て
直
接
に
'評
價
す
る
か
或
ひ
は
故
意
^
迀
：路
を
行
く
生
產
方
法
の
存
在
を
認
め
、
‘而
し

て

-2
賢
明
な
、
 

迀
路
を
行
く
生
產
こ
そ
經
濟
學
が
資
本
家
的
生
產
^
名
付
け
る
も
の
で
あ
る
の
^
對
し
、

JE
k
空
手
を
以
て
目
標
に 

進
む
生
產
.は
無
資
本
の
生
産
を
表
明
す
る
も
のv
な
し
て
ゐ
る
。
從
つ
：て

「

資
本
は
併
し
乍
ら
長
き
に
亘
る
迂
路
の 

き

一

か

段

階

い

办

か

す

る
4
間
.生
產
物
以
外
の
何
物
で
も
な
い」

'9)

の
で
あ
ぅ
、「

我
々
は
財
貨
獲
得
の
手
段
ど
し 

て
‘
立
つ
ぬ
產
物
の
總
體
を
一
般
に
資
本V

名
付
け
る
。

I
の一

般
的
な
資
本
槪
念
か
ら
よ
6
狭
，

S
.

槪
念
ビ
し
て
社 

# '
か
4
の
槪
念
が
遊
離
す
る
。
我
々
は
»]
:
># >
.經
濟
的
な
財
貨
の
：獵
得
の
手
段
^
し
‘て
役
立
つ
生
産
物
の
總
體
を
、
或 

は
又
社
‘會
經
濟
的
な
.財
貨
の
.獲
得
は
生
產
R
よ
つ
て
の
み
生
ず
る
.の
外
は
な
.

S

か
ら
、
よ
り
遠
い
生
.產
k
役
立
つ
樣 

’ 

に
定
め
ら
れ
て
，

Q

る
生
産
物
.の
：總
體
を
、
或
は
結
局
簡
單
R
云
へ
ば
中
間
生
産
物
を
總
體
を
社
會
資
本
マ」

名
付
け
る」

 

(

3)

ど
述
べ
る
事
忆
ょ
っ
て
資
本
を
定
義
し
て
ゐ
る
0

V
資
本
は
歷
史
的
範
疇
？
し
て
理
解
3
れ
な
け
れ
ば
な
ら
なS

。，

併
し
乍
ら
社
會
的
資
本
す
し
て
の
資
本
の
槪
念
構 

成
^
於
て
、
必
ず
し
も
資
本
が
歷
.史
的
範
嚼
ど
し
て
H
ff
l
sれ
て
ゐ
る
^
い
ふ
事
は
出
^
な
い
。
か
く
し
て
、
ボェ
 

:

ム
；v

•ゥ；

於

.て
，は
、
，
言
葉
の
眞
實
な
意
味
^
於
け
る
資
本
家
的
生
產
、
即
ち
賃
銀
勞
働
に
立
脚
す
る
生
產
、
 

換
言
す
れ
ば
一
.定
の
社
會
的
階
級
に
ょ
る
生
產
手
段
の
獨
占
に
立
脚
す
る
生
產
の
本
質
が
複
ひ
隱
さ
れ

て

f
 

o之 

比
反
し
て
資
本
槪
念
中
k
は
資
本
家
的
商
品
經
濟
R
於
け
る
階
級
對
立
を
意
識
的
^
檢
討
す
る
事
仏
ょ
つ
て
、
商
品 

經
濟
の
條
件
の
下
に
生
_ず
る

が

如

さ

生

：產

手

段

に

對

す

る

階

級

：獨

占

め

：：標

徵

が

.そ
の

本

質

的

鞲

成

的

決

定

：要

因

ミ

し 

て
取
令
入
れ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
s
.o(

i

:.
ヾ
ボ
ァ
t

v
ダ
^

>

kょ

採

6
入
れ
ら
れ
た
資
本
家
的
生
產
槺
式
即
ち「

汪

廻

.»」

生

產

の

方

法

は

！
.方

に

於 

て
大
量
の
注
產
物
の
生
產
に
實
献
し
得
る
に
反
し
、他
方
^
於
て
.
£
:の
增
大
»
ょ
$
多
く
の
時
間
の
犧
牲
^
依
存
す 

S

M

M
て
特
殊
性
を
有
す
る
。
資
本
家
的
：生
產
機
式Q

.

こ
の
#
殊
性
は
：、■-
企

業

家

に

對

ず

る

勢

働

者

：の

經

濟

的

依 

存
關
係
の
根
據
を
形
成
す
名
も
の
で
あ
る
P
即
ち
勞
働
^
は
*

W迀
廻
的
生
處
期
間
中
を
待
つ
事
が
出
來
な
い
R
反

し
、
' 資
本

家

，は

啻

に

之

を

待

ち

得

る

の

.み

な

ら

ず

、

，

一.定

め

條

件.の
下
に
於
て
は
、
勞
働
者
it
::
:>
彼
等
の
有
す
る
]®

.

.

.

.
'■•
+
 

.

.
: 

. 

- 
: ； 

.. 

. 

- 

.
 

- 

.■

•品
：、勞
働
カ
れ
1對
し

て

使

用

財

：を

前

拂

す

る

事

?:
:得
る
。
：總
過
程
：は
，次
め
如
く
に
行
は
.れ
る
。
命
^

獲
得
し
、
生
產
過
程
を
逾
じ
%'
_

1
序

：次

财

即

ち

享

樂

財
^
轉

化

せ

し

め

：る;0
:

の̂
«

働

办

報

偾

を

差̂

八

て

後
^
彼

等

に
^
し

て

殘
^
れ

さ

ニ

寒

の̂

剩

價

値

が̂
原
始
的
養
本
利
子」

^

K
a
p
i
t
a
l
z
i
s
)
x

は

.利
潤J

(
p
s
f
k
>

で
あ
る
。：

(

5
0被
が
刺
潤
の
成
：真
を
說
朋
す
る
：.爲
fc
導
入
し
れ「

現
在
財」

(gegen_ 

w

叫rtige 

G
i
i
t
e
r
^
「

將
來
財」

(kiinaige 

G
a
e
o
の
*
念
は
、
：缺
の
體
系
中
K
於V

:

重
要
な
役
:#
J
を

：
演

じ

セ

：
^

气

:
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1
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迦
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分
^
論
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笫
.二
屮
六
：卷

へ
 ̂

A
O 

- 

- 

- 

• 

第

六

雄

1

3
四 

邶
ち
現
在
財
^

將
來
财
ど
の
交
換
^

於
て
利

澗

め

龙
: *

を
：»
礎

, #

け
'/
1

ぜ
^

る

：
：
も

の

，
で
.*
マ 

へ
、
即
>

生
產
手
段
が
使
诏
财
へ
轉
化
す
る
過
程
中
^

楚

允

起

：
る

辦

の

：價

値

：
の
；增

：火

が

資

本

利

澗

で

：あ

:5

。
從

て
 

ボ
ュ
ム
•
バ
グ
ュ
ル
ク
の
利
子
論
の
出
發
點
ど
せ
る
所
ド
は
广
現
在
雜
ぞ
霊
へ
財
ゼ
於
間
め
價
値
め
相
違
が
横
尨
は
づ 

て
ゐ
る
ス
ー
般
に
现
在
財
は
同
種
冏
嘬
の
將
來
财
ょ
々
劣
^

:6

高

;^

主
«

的
.價
値
を
有
す
4

-'
'

°
而
し
：て
：、：/
主
觀
的
價
、
 

値
評
^ «
0

結
果
妝
容
：£

値
噴
を
康
«

す

：
令

が

故

^

、

'

1
般
_

_

在

财

拟_

交
換
偾
値
並
び
に
®
格
を
布
す
る
。」0

0
)

こ
れ
が
即
ち
^

〜

ム
”
パ
グ
.
,
ク
の
刹
子
論
の
藤
本
命
遇
で
：あ
.
4

、
'

彼
.. 

?>
靡
說
が
以
て
時
楚
說(

A
g
〖S
T
h
e
o
r
I
e
)
€
»

せ
ら
れ
;^
衡
以
で
あ
る
。

.

.ボ.

工
ム
-•
>:
ダ
:>
分
が
彼
の
_
子
論
を
«

#

#け
お
現
在
財
の
邋
»
評
價
の
根
據
は、：，

一；、相
異
农
ネ
時
期
^
於
け
；
 

る
欲
蕻
並
び
に
そ
の
充
圮
手
段
の
種
々
な
る
謝
係
、
一
一
、
，吾
人
の
將
雜
_
望
：並
:^
^

^
の

充

足

宇

段

：の

系

統
%
過

小

：
 

評

便

、11

一
、
：
、生.產
技

術

的

：湛

礎

か

ら

の

現

在

：财

0
修

越

：著 

'
 

「

现
布
財
^
將
來
財
の
愤
攸
に
於
け
る
相
違
を
生
ず
る
^
摄
る
第
' 一
の
主
要
：な
る
根
據
は
、
相
異
な
る
時
.期
ド
於
け 

る
欲
«
雜

び

，：に

充

足

：
の

：
關

係

-0
相
違
に
存
ず
る
。」

？
>
此
わ 

規

在

代

於

，け

る

惡 

し
&
供

給
^
將

：來.

に

於
^
る

期

待
3
れ

た

供

翁

の

，可

能

性

が
#
在

す

多

か

：又

は‘反
對
の
可
能
性
が
存
在
す
る

 ̂

k
關
ず
.る
。
.第

一..

の
：場

合

に

於

て

は

，不

幸

若

し

く

は

生

產

行

爲

，の

誤

：算

ド

ょ

る

：現
^

の

靡

窮

歲

味 

確

實

芩

經

濟

的

，上

騰
t
期
待
す
る
場
合
、
.此
れ
等
の
入
々
ば
彼
等
5:
そ

の

最

：
惡

の

困

窮

，か

6
救
ひ
、
或
：痒
そ
の
經
濟 

的
生
存
の
某
礎
を
な
す
現
在
財
：の

總

量

し

て

、
沏
待
せ
る
豐
富
な
双
入
の
員

#
化

#
つ
そ
、
返
遨
の
必
耍
の
あ 

る
場
合
化
は
、
ょ
ぅ
大
な
る
額
が
約
束
せ
ら
れ
る
。
，併
し
乍
ら
一
方
.に
^
て
、需
耍

5£
^
の
^

_
の
關
係
即
ち
_

*
に」

|
1

[
I

!
I
l
l
i
n
l

於

け

；：る

比

敝

的

良

会

狀

態

ミ

將

來

k

於
け
る
ょ
：り
惡
七
き
狀
態
が
.妥

當

す

る

：，
場

：
合

^

あ

み

：
，
て

被

、

.
現

在

財

；は

儐

値

に

： 

於

：
て

將

來

财
^

對

：し

狹

し

：
て

低

く

は

な

>

^得

な
:1
/

0恐
''
&
く

1
:

般
R

現

在

财R

は

、
少

く

せ

も

凡

ゆ

る

財

貨

?:
代

表

す
 

る
貨
幣
の
'形
取
於
て
は
、縣
來
に
對
し
.て
保
管
し
得
る
可
能
.性
.が
存
す
る
：
o
,從
つ
.て
：此
0

場
；合
^

於
'て
ほ 

將
來
財
K

對
ん
：

V

等
し
く
評
偾
汶
る
、
で
あ
ら
ぅ
。
而
も
：.ボ
.キ
ム
*
パ
■
グ
テ
ダ
ク
^

從

人

. &

、
難

の

價

値

の

等

置

：％

、
物

： 

■«
的

狀

谶：

の
相
翁
.的

：惡

：化
.の
.可
能
性
が
奄
き
將
來
に
於
て
.常

妃

發

疰

す

：る
:^

い
“

•'
:

■
'
#:-
•
イ

グ

ぷ

ク

が

第

：
ニ
：
の

掘

猶

ど

，
し

て

述

べ

仅

.も

.の

は「

我

々

め

將

來*

_

並

：
；
び^

そ

の

：
充

風^

殺

立

っ

丰

，
段
 

を

：
系.銃
舶
^

過
小
評
顏
す
名」

'?
;
> ：

:

の
巍
' «

で
：
あ

る；0
乙
.め

：
根'據
は
吏：

に
、：'
:將

來

：
の

欲

：
望

に

_

す

芩
 

志

：：の

不

索

全

な

性

遺

並

び

^

罟
^

の
生
命
の
短
く
且
术
安
定
な
る
.事

の

顧

：慮

に

華

タ
ィ
：1
ザ
：.ァ
：：の
'考
處
は
芷
.常
.で
あ
る
。
彼
は
ま
^
。「

:®
R
€
つ
て
は
デ
文
明
の
肤
態
^
於
イ
各
々
の
優
れ
：た
る
經
濟 

象

並

：
：
び

：
忙

大

體

^
於

て

寄

凡

な

：
る

經

濟

象

，肩

.ー
：
定

：
.の
.關

係

尨

淤

；
：て

、

»
;ち
'通
常(

の
#
ち
名
べ
S
.收
A

t
普
通
^
期
待
：
 

冷
れ
^

^
る
欲
a
に
分
割
す
る
鄭
に
關
ず
る
限
：4
、：：.
.次
：择
ミ
»
聯
1>
.て
通
常
の
收
入
|:

»
持

状

ぶ

：％

ズ

、
：
，此

れ

に

對

す

る

條

件

を

嫌

保

せ

ん

：
飞
す

.る
寧
に
關
す
'る
眼
ヴ
、'
:柢

^

を
，制
御
す
9
乙
：ビ

を

知

づ

；た

様

紀

思

は

れ

る

。
，
赠

來

顧

處

-:
0
_
求

は

：此

の»
代

關

し

ち
.#
^
强
い
：°
ね

で
^
そ

れ
/ 

.

が

典

の
*
合
俯
ょ
办
優
勢
妃
な
，

.つ
：，た
ミ
しW

も
驚
x

k
當
ら
.

な
：：

s
.'
ow

J
:.又

が

. 

て
規
準
ビ
す
名
事
は
不
可
能
で
あ
み
,.

少
く
ぜ
も
將
來
ゆ
欲
黛
時
_
の
'不
充

分

：な

る

顧

慮

か

ら

生

：ず

る

普

羅

の

M
驗 

は
適
當
な
る
將
來
R
:對
す

：る

顧

慮

の.意
味

弒

於

セ

：修&

、ノ
ン
ス
.
。.，，T
ィ
ャ
ァ
へ
の
：批

判

冬 

.主

ビ
'し
^
此

の

離
^
關
^
る

冷

の
^

^
る)

。
^)

..：；';
;
: 

:■
か
：
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二

十
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1
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八o)

歸
第
理
諭W

分
配
論 

第
六
號
' 

ニ
ニ
六

.
:.
氽
：」

バ
.グ
ネ
ぞ
ク
が
現
在
財
過
重
郭
慎
め
原
因
ビ
し
て
*
も
決
定
盼
な
重
喪
性
を
與
へ
た
第
三
の
稂
據
は「

*
1«
>

シ
い
5 :
歡

や

4
§
4

4
き
4

4
:4
:

か

^

1 ^
^

,

i :
A >
R >
ぐ
い
! :

、
事
に
存
す
る
。：
即
ち
賢
明
^
選
ば
れ
た
生
產
行
程
の
擗
張
に
ょ
つ 

C
收
益
.ょ
.最
的
に
の
み
な
ら
ず
又
價
値
^
於
て
も
高
め
':
&
れ
る
ど
い
.ふ
事
がr

彼
の
理
論
の
寒
礎
的
法
則
で
あ
る
。
.

併

)

乍
.
&ボ
.は
A 

• 

>
グ
ニ
ル
ク
k
從
へ
ば
相
異
攻
る
限
界
效
用
を
擇t

的
：に

齎

:&
す
財
に
％
ク
て
は
そ
の
價
値
は
最 

高
の
限
界
效
用
に
ょ
つ
Iて
定
め
ら
，れ
る
。
從
つ
て
？
生
產
手
段
.の
價
値
は
.最
大
量
の
生
產
物
^
ち
生
產
過
程
の
延
長 

に
，依

存

す

ベ

さ

喾

で

あ

る

が

、

「
當

該

期

間

：に

於

け

る

需
.要
供
給
の
關
係d

及
：び
：n
將
來
財
の
揚
合
R
生
ず
る
豫
想
的
價 

m

®
減

：1の
領
慮
^
ょ
つ
ゼ
、
S
高

の

價

値

總

額

は

最

，大

の

個

數

?:
'
包
括
す
る
生
產
物
せ
は
.
1
;
致
せ
.：ず

、
單

位

數

に

單 

位

價

値

を

乘

：じ

允
%■
の
が
最
大
せ
：な
る
生
産
物
^
瘋
應
す
名
。：

(

H

V
此
處
忆
於
セ
'は
第
^

^

|
び
に
第
ニ
の
«
瘺

の

援

用

を

俟

つ

て

初

怂

七

可

能

；で
：あ

る

や

ぅ

^
見
：東

る

。©
に

我

々

：
は

ま
 

に
生
：產
物
の
.增

大
.に
伴
ふ
限
界
效
用
遞
減
の
作
用
を
も
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
凌
い
？
鲂 

彼
は
現
在
の
生
產 

財
は
降
來
の
：そ
れ
丄
.彡
^
大
*
名
價
値
を
有
す
：る
こ
^
.の

論

理

的

可

能

を

論

證
.せ

/1
^
す

：る
：の

そ

あ

る

が
"

M

R現 

_
の
噴
費
財
の
存
在
：は
こ
の
契
機
を
促
進
す
る
作
用
を
有
す
る
:>
:
°
即
ち 
一
®
の
.現
在
の
消
費
財
の
存
在
は
生
產
手
段 

:を
1:
も
生
產
的
な
過
程
.へ
.陡
用
す
る
乙
^
を
許
容
す
る
も
の
で
.あ
气

V 
一
s:
«c
*
の
生
存
^
段

の

存

在

は

常

に

一

，
定. 

の
生
產
の
|1
續
期
間
を
支
*
す

^
も
の
で
あ
る

0
.斯
く
し
て
.乙
の
現
在
の
生
存
手
.段
即
ち
消
財
は
一
定
の
打
步
を
獲 

得

し

、
，
現

在.の
.生
靡
財
の
價
値
の
增
加
は
現
在S

消
费
財
の
價
値
の
堦
加
を
伴
ネ
も
の
で
る
>

此
の
時
寒
說
は
他
の
利
子
學
說
が
唯
生
產
挈
を
醫
す
る
の

1

|
:
:
に
對
し
、
よ
く
消
費
利
子
を
說
明
し
得

る
點
^
特
徵
を
有
す
る
タ
の
ミ
考
へ
ら
れ
る
。
し
か
し
乍
''

&
そ
の
«
礎

:?
:
爲

し

て

ゐ

る

；三0
の
根
據
は
極
め
て
簿
.弱 

で
あ
♦

£
方
は
ね
ば
欢
ら
:*
い
;0
次
1

#
存
手
段
：の
_
有
^

4
 

生
產
物
を
待
：つ
事
が
出
來
、
從 

つ
.て「

現

在

：の

拿

樂

手

段
0
總
體
化
對
す
る
支
：配
は
經
過
中
の
：經
濟
期：

間
代
於
：て
、
麫
十
の
生
計
を
保
牆
し
、
そ
れ
R 

ょ
つ
.て
芷
比
此
0
期
間
處
分
1>
#
る
：生
產
手
段(

：勞
働
^

の
爲
K
解
放
ず
る
し(

13)

■'
€«
べ
：て
ゐ
る
«1
念

の

底

に

は

纏g
^

產
於
於
吃
る
^:
間
生
產
.
が
⑶

乘
の
#
 

本
學
說
め
..根
本
_
題」

が
横
取
は
り
^
ゐ
る
。
»
く
て
；
$

交

換

即

ち

勞

働

の

：購

賀

ギ

ょ

：
つ

::-
1
:生
ず
名
利
^
^

0
事」

」

に

$_

付
：妙
る
事

沘

各

0
て

蜜

本

家

的

生

：產

_

式

ノ

^

し

い

而

し

ャ

又

此

：

「

待
つ
：事

」

に

ょ

り
.て
將
來
財
に
比
較
し
：て
現
在
財
を
適
.:«
杈

評

價

す

：る

の

极
^

办
、
此
處
R
生

：產

手

段

特R
勞
働
の
安
い
_
實
の
根
據
を
_
め
'ん

ビ

す

：
'
る

_
の
^
^
^

:.:.

a
々
^
a
R
^
r
^
r
u
::
v
^
f 

し
た
結
果
利
子
の
歸 

屬
者 <

し
て
の「

資
本
用
役」

0
概
念
を
導
入
す
る
事

^
ょ
つ

:̂
利
子
現
象
を
說
明
せ
ん
ビ
し
た
の
：を
見
た
o
彼

ど

同 

1

の
：立
»

に

立

，，ち

、

彼

を

繼

承

1
發
展
せ
し
め
衣
ボ

r

「

•
パ
；？

ず
ク_
の
時
差
難
は
、：之
の〜

全
を
補
は
ん
：：S
し
て
考
察
せ
ら
^

た
學
說
ヤ
あ
名
ゼ
看
猶
す
事
が
出
本
气
ボ
ェ
ムV

パ
グH

ク
は
.現
在
財

^
將
來
財 

.:_
め

顧

値

ゆ

差

；
の

存

在

%
生

：張

す

る

事̂
ょ

つ
^
ク
^

琳

の
.愈
.定
％
:爲
す

：代

；
け_

_
來
.生
豪

さ
_
:
3
:
^
至

將

':を
以

そ_

想

的

價

値:<
]:
ヵ

も

小%
3
事

5:
說

明

し

、
'
.
:
し

て

歸

算

豸

.-

.
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,現
實
R
有
す
石
.で
あ
ら
ぅ
所
0
價
値
で
は
な
く
そ
办
現
在
^
於
：け
る
«
引
せ
ち
れ
^
價
値
で
あ
名
^
說
か
ん
せ
試
务 

る
辦
に
よ
つ
て
、
彼
の
價
値
論
0
常
然
の
»
結

嗲

系

务

生

靡

手

：段

ど

そ

れ

に

ょ

ぅ

.て
往
_產
せ
.ら
れ
.る
產
物
^
の
..等

慎
 

.

:

關
係
ビ
、
餘
剩
偾
値
の
現
象
'ミ
；の
_

の
'矛

貭

を

解

が

ん

せ

し
|2
の

で

あ

，
ゃ0
0
^

/

へ.
'
;
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>
此
の
點
に
於
て
、ボ
モ
ム
•ぺ
ヴ
JC
.
ゲ
グ
は
ウ
ィ
ー
ザ
ア：
ぐ

」
の
論
爭
.の
中
心
：課
頌
を
.な
し
て
々
た
；總
偵
砥
の
.間
遛
に
就
.い
て
明
ら
か
2
ウ
，
 

;

-
妒
デ
の
.價

俥

方

式

を

認

炊

で

ゐ

-

• 

^
^
0
, 

p
- 

p
. 

0
- 

^
o
- 

■

.

.

.

.マ'-
へ
.
”

ろ
ハ
:
ハ

:
■
: 

(

14〕

土
//
成
弟
博
士「

純
^
學
现
論
：.

」

日
本
評
論
社
版
現
代
經
濟
學
全
集
沿1

卷
I
四
六
o

K

r

b

.
:「

.■

.
'

.

:.
..
.

.

'

, 
.

.

.

.

斯
く
て
呑
人
は1

般
的
均
衡
理
論
を
以
て
し
て
は
、
資
本
用
役
、.
生

產

力

：、
：
：
若

し

く

：は

時

差

に

ょ

る

價

値

の

相

違 

等
の
槪
念
の
採
用
を
以
て
し
て
、も

* .
本

利

潤

ハ
1

W
の

說

明

が

失

敗̂
終

ら

ざ

：る

を

得

な

：い
，
の

:?
:
見
^
:ゝ

價
格
^

關

す 

:る
費
用
冷
原
則
の
支
配
を
認
む
，3
限

气

生

.產
物
の
價
格
は
を
の
生
產
に
費
^
れ
た
*
用
即
ち
生
產
手
段
の
價
格
 ̂

等
し
&
性

質

を

有

す

：る

も

の

で

あ

.る
が
故
衫
、.兩
者
の
辩
の
差
顧
ば
原
如
^
し

て

存

在

仏

康

い̂

 ̂

:
然

か

も 

自
*
競

#
は

常
^
此

め

差

顧

を

：控

除

せ
^

ヤ

し

て

作«

;^
る

。；

資

本

：刹

潤.

は
：：

た

差

顧

に

：
^
て

成
^
^
^

あ

る

が

故

に

、
：歸

算

现

論

代

甚

：礎

を

：置
く
へ
立
場
か
：ら

1
當

然

利

潤

め

消

滅

が

特

ち

來

も

洚

れ

な

：け

れ

，ば

な

：ら

な

い
o 

リ

他

方「

擊

J
「

刺

：潤
^
資

本

象

：生*

_
式」

等

：价

分

析|:
そ
'の
現
_
の
，
形

態

：
に

於

て

で

择

な

。

:'
<
杣
象
的
^
泞 

以
り
.て
經
濟
«
論
の
任
務
せ
し
ノ「

資
本
^
刹
子」

「

利
摘
_

の
：諸
現
象
.が
扉

;«
奶
-

:

る
燠
太
刹
學
派
奶
*
場
^
あ
：つ
.て
は
、
資

本

主

義

社

會

の

特

遺

.は
备
の
柚
象
化
の
下
に
覆
：ひ
«
ネ
れ
：て
.?>
る
。̂

)

ゥ
ィ 

丨
ザ
：T
:の
*
算
雞
論
は
資
本
勞
働
及
び
土
地
：の
：頒
爾
の
決
定
を
：聲

ど

す

る

も

の

戈

あ

务

が

：そ
：れ
拟
槪
念
の
牽 

强

枝

ょ

わ

セ

資

本

象

，勞
»
者
及
び
地
主
の
頒
前
を
自
然
的
大
S

S

?し
て
も
導
& 

グ
土A

ク
は
を 

.の

利

乎

：
論

：
の

結

論

せ

：

し
^
;-
T
l利

字

：
の

本

算

の

冲

R
:は
冬4

.

自

體

ぞ

.1
>
て
.は
不
逆
/
:夂

：
抹

不:«
^
見
ゆ
—
何
物
^
存
在
し 

念
ホ」

®

. W

述
べ
て
^
る

。
，併

し

：マ̂
ク

：
ヌ

：
の
：
.
云

ふ

如

ズ

意

論

澈

形

態

關

係

を#

等

：の

物

質

的

：
の

生

產

樣

武

^

從

め
^

*

威

す

名

所5

人

間

位

、
へ
：
次

旗

則

魏

念

_

«

等

嗲
-%
;®
: #

^

係
^

從

：つ

V

講
成
ず：

る
。.：斯
く
セ
泚
’れ
_

の
觀
念
^

範
疇
哆
< "
^

」

v>
:'
o
:
:
岑

れ

等#
歴

史

的

.
次

經

過

的

な

■蓮
：動
の
中
R

生
活
^

る
，

J、
(

猶
學
の
貧
懸
も
の
そ
■

タ
即

ち

雪

の

：過
■

'

1

0

:性
*

又

嘗

配
.
.の
^

*

”
等

ぼ

パ
笫
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十
六
卷
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，
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八
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常
に
特
定
の
歴
史
的
形
態
を
採
{
、
此
れ
等
の
現
象
形
態
の
み
が
常
に
そ
れ
^
照
應
す
る
所
の
特
定
の
社
會
的
經
濟 

，的
.現
象
を
惹
起
す
る
の
で
あ
る
。
此
の
请
味
^
於

て

ブ

ハ

ー

ソ.ン

は「

價

値

論

が

商

品

生

：産
.の
•廣
汎
な
^
興
本
的
現
：
 

象

：を

分

新

す®
の
に
'對
ル

't
s'
分
®
論

#
新
しS

特
殊
な商

. ！Ig

經
濟
が
斯
る
も
のV

し
て
そ
れ
^

^
る
_
形
_

を 

^
名

：資

本

由

義

階

敵

闘

爭

の

：

敵
*
的
社
會
的
現
廉
を
分
折
し
尨
妙
：れ

ば

な

ら

な

K

乙s.

階
級
闘
#
が

如

何

に

し

：て 
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